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雪像
コンテスト

ゆるキャラの周り
にはいつも子ども
たちが集まります 射的のコーナーは子どもたちに大人気

　一般の部

チーム名 作品名

最優秀賞 ㈱千手
温故知新

〜夢と共に過去から未来へ〜

優秀賞
山野田みこし会 ヤマタノオロチ

仁田熊野社神輿会 ふるさと列車

努力賞

兼成会
雲より高く！

スカイツリー！

温泉あったか
チーム

いい湯だなぁ
みんなおいでよ

岩瀬雪かまいた隊
おらの巳来（みらい）

予想図♪

　子どもの部

チーム名 作品名

最優秀賞 ラッキーイレブン 次へ 〜たつからへびへ〜

優秀賞
千手保育園 雪だるまワールド

橘保育園 ありがとう たちばなほいくえん

努力賞

上野小学校５年生 上野小の守護神スノークス！

上野小学校６年生 未来へ

上野保育園 みんなえがおでにっこにこ

　“住民参加”をテーマに、「第27回かわにし雪まつり」

が開催されました。創意工夫に満ちた地域内８か所のほん

やら村会場では、雪上障害物レースやキャンドル点灯な

ど、地域一体となり、世代を超えて楽しめる催しが行われ

ました。

　２日間にわたり開催された松代地域最大のイベント「災

害復興祈念 第26回越後まつだい冬の陣」。約１万人が多

彩な催しに熱狂しました。

　９日は、雲ひとつない晴天に恵まれました。来場客はよ

さこいの華麗な演舞に酔いしれ、食い倒れ横丁でお腹を満

たし、初開催の「コスプレ・ゆるキャラパレード」ではこ

ぞって記念撮影をしていました。日が落ちてからもまつり

は続き、ぼんぼ様の激しく燃えるさまに見とれ、みこしと

花火の共演で盛り上がりは最高潮をむかえました。

　10日は強風が吹き荒れたため、多くの催しが中止とな

りました。そのため、「のっとれ！松代城」出場者を対象

とした、仮装パフォーマンス対決と抽選会のみでしたが、

当選番号が読み上げられるたびに、会場は一喜一憂して盛

り上がりを見せていました。

❖かわにし雪まつり❖越後まつだい冬の陣 ❖かわにし雪まつり越後まつだい冬の陣

ホワイト
かわにし雪まつり❖かわにし雪まつり

ミュージアム

夕方になると地域のいたるところでキャンドルが点灯しました

子どもたちも餅つきに挑戦

よさこい演舞、華やかに舞う

勝どきを上げる越後松代幕府

激しく、幻想的に燃え上がる
「ぼんぼ様」

仮装パフォーマンスが会場を沸かせます個性豊かな神輿と花火の共演

郷土料理も味わえます 多くの地域の人で盛り上がりました

ネージュも応援した雪上障害物レース

越後まつだい冬の陣越後まつだい冬の陣
　２日間にわたり開催された松代地域最大のイベント「災　２日間にわたり開催された松代地域最大のイベント「災

害復興祈念 第26回越後まつだい冬の陣」。約１万人が多

　２日間にわたり開催された松代地域最大のイベント「災　２日間にわたり開催された松代地域最大のイベント「災

害復興祈念 第26回越後まつだい冬の陣」。約１万人が多

３月２日㈯
　　３日㈰

３月９日㈯
　　㆒₀日㈰

一般の部：最優秀賞の作品「温故知新」

子どもの部：最優秀賞の作品「次へ」

一般の部８点、子どもの部16点が出展され個性豊かな12作品が入賞しました。

　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部　一般の部

　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部　子どもの部

おい
しいよ！

がんばれー！！
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人
か
ら
人
へ
灯
る
思
い

雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と 

〜
誓
い
〜

｜中
｜里
｜地
｜域
｜特｜集
｜

❶雪上サッカー大会には県内から10チームが参加。雪に足を取られながらも白

熱した試合が繰り広げられました。　❷約100メートルのロングスノーチュービ

ングが出現。　❸軟かい円盤を使ったドッジボール。雪上ドッヂビー大会。　

❹雪の中の宝を探しあて、大喜び！　❺大学生のボランティアが作成した雪の

回廊。　❻大勢の来場者が点灯。一人ひとりが演出者です。　❼地元ゴスペル

グループ「雪の華」の透きとおる歌声が、キャンドルの海原に響き渡りました。

❽寒さも吹き飛ばすベストパートナーの演奏。

雪原カーニバルなかさと雪原カーニバルなかさと雪原カーニバルなかさと

人から人へ灯る思い
雪原カーニバルなかさと雪原カーニバルなかさと雪原カーニバルなかさと

人から人へ灯る思い

3月９日㈯

なかさと清津スキー場

　今
年
も
多
く
の
人
を
魅
了
し
た
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と
。
晴
天
に

恵
ま
れ
、
日
中
は
雪
上
サ
ッ
カ
ー
や
雪
中
宝
さ
が
し
な
ど
、
楽
し
い
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
夕
暮
れ
時
に
な
る
と
、

多
勢
の
人
の
手
で
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
が
演
出
さ
れ
、
幻
想
的
な
世
界
が

作
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
と
と

も
に
、
キ
ャ
ン
ド
ル
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に
光
を
当
て
ま
す
。

　
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
の
は
じ
ま
り
は
今

か
ら
25
年
前
の
平
成
元
年
。
旧
中
里
村

を
活
性
化
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
�

た
イ
ベ
ン
ト
企
画
集
団
が
結
成
さ
れ
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

実
施
す
る
こ
と
は
決
め
た
も
の
の
、「
他

の
地
域
と
同
じ
こ
と
で
は
な
く
、
こ
こ

に
し
か
な
い
も
の
を
や
り
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
内
容
が
決
ま
ら
ず
毎
晩
の
よ

う
に
議
論
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　「
光
り
輝
く
百
万
ド
ル
の
夜
景
」
の

演
出
の
方
針
を
決
め
た
の
は
、
メ
ン

バ
ー
の
家
族
の
「
南
魚
沼
郡
側
は
ス

キ
ー
場
の
夜
間
照
明
で
明
る
い
の
に
、

峠
を
越
え
た
中
里
側
は
真
�
暗
。
で

も
心
の
中
ま
で
は
暗
く
し
た
く
な
い
。

も
�
と
中
里
を
明
る
く
思
え
る
何
か
が

欲
し
い
」
と
い
う
一
言
で
し
た
。

 

こ
の
思
い
か
ら
始
ま
�
た
イ
ベ
ン
ト

は
、
当
初
の
キ
�
ン
ド
ル
数
が
村
の
人

口
だ
�
た
７
、
０
０
０
本
で
し
た
。
そ

の
後
、
村
外
に
出
て
い
る
兄
弟
・
親
戚

の
分
も
灯
し
た
い
と
、
イ
ベ
ン
ト
を
重

ね
る
た
び
に
ロ
ウ
ソ
ク
の
数
は
増
え
、

約
３
万
本
に
ま
で
達
し
ま
し
た
（
現
在

は
設
置
場
所
の
都
合
上
、
地
域
全
体
に

約
２
万
本
を
設
置
）。
そ
し
て
、
キ
�

ン
ド
ル
の
光
と
地
域
へ
の
思
い
は
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
広
が
�
て
い
ま
す
。

（
６
ペ
ー
ジ
へ
）

始
ま
り
は
25
年
前
、
何
気
な
い
一
言

思
い
と
と
も
に
増
え
る
キ
ャ
ン
ド
ル
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中里元気印頑張隊 Ｒ
アール

隊長

羽鳥敏之さん（新屋敷・51歳）

　スノーキャンドルは、この手のイベントのさきがけ

である自負があります。準備は大変ですが、終わって

からの達成感がありますね。「地域

の祭り」から始まりましたが、今で

は京都府など遠方からも訪れてくれ

るようになりました。カーニバルを

通してこの地域を好きになる人が増

えたらうれしいです。

　スノーキャンドルは、この手のイベントのさきがけ

である自負があります。準備は大変ですが、終わって

からの達成感がありますね。「地域

の祭り」から始まりましたが、今で

は京都府など遠方からも訪れてくれ

るようになりました。カーニバルを

通してこの地域を好きになる人が増

えたらうれしいです。

事前カップづくり
　３週間前から中里支所庁舎でカ

ップづくりが始まり、和やかな雰

囲気で進みます。

　当日の会場内施設でのカップ

づくりは、地元の人とお客さん

のコミュニケーションの場に。

当日カップづくり

事前カップづくり
　３週間前から中里支所庁舎でカ　３週間前から中里支所庁舎でカ

ップづくりが始まり、和やかな雰

囲気で進みます。

広
が
る
光
❶ 

ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル

　
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
は
、
会
場
を
彩

る
メ
ー
ン
の
演
出
で
す
。
今
年
は
25
周

年
を
記
念
し
て
２
万
５
、
０
０
０
本
の

キ
ャ
ン
ド
ル
が
ゲ
レ
ン
デ
一
面
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
カ
ッ
プ
づ

く
り
か
ら
点
灯
ま
で
作
業
す
る
こ
と
で

光
の
演
出
者
と
な
り
ま
し
た
。

キャンドル設置

キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯

　専用の器具でラインを引き、穴をあけ、

カップとキャンドルを設置します。ゲレン

デでの作業は移動するだけでも大変です。

　
田
沢
第
一
地
区
振
興
会

か
ら
始
ま
り
今
回
で
６
回

目
と
な
る
雪
灯
り
ロ
ー

ド
。
中
里
地
域
内
の
主
要

道
路
沿
い
に
キ
ャ
ン
ド
ル

を
灯
し
、
お
客
さ
ん
を
お

迎
え
す
る
取
組
み
で
す
。
当
初
は
、
芋
沢

か
ら
田
沢
本
村
間
の
国
道
１
１
７
号
線
沿

い
に
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、

田
沢
第
２
・
３
地
区
振
興
会
も
取
組
み
に

賛
同
・
協
力
し
、
清
津
大
橋
手
前
や
国
道

３
５
３
号
線
沿
い
ま
で
キ
ャ
ン
ド
ル
の
導

き
が
広
が
り
ま
し
た
。

田沢第一地区振興会　副会長　小柳勝也さん

（如来寺・46歳、写真上段右から３番目）

　回を重ねるごとに工夫され作業も早くなりまし

た。作業は大変ですが、光がともったときの満足

感があるので

続けられるの

でしょうね。

来年は数を増

やしたいと思

っています。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
学
生

協
会
（I

イ

ヴ

�

ー

サ

V
U

S
A

）
は
、
平
成
13
年
か
ら
、

地
域
づ
く
り
支
援
活
動
の
一
環
で
ボ
ラ
ン

テ
�
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
々
参
加
人

数
が
増
え
３
年
前
か
ら
は
１
５
０
人
の
学

生
が
参
加
。
そ
の
皆
さ
ん
が
昨
年
か
ら
始

め
た
企
画
が
「
雪
の
回
廊
」
で
す
。
キ
ャ

ン
ド
ル
の
ほ
の
か
な
明
か
り
で
照
ら
さ
れ

た
回
廊
を
行
く
と
、
少
し
高
い
位
置
か
ら

雪
原
を
眺
め
ら
れ
る
と
好
評
で
す
。
雪
の

扱
い
を
知
ら
な
い
学
生
に
地
元
の
皆
さ
ん

が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
、
完
成
さ
せ

ま
し
た
。（
写
真
５
ペ
ー
ジ
❺
）

NPO法人国際ボランティア学生協会（IVUSA）

リーダー杉山穂高さん（国士舘大学４年）

　最初は美しい光景を見たい

気持ちでしたが、地元の皆さ

んの温かさに触れて、次第に

縁を感じるようになりまし

た。今では、春にこのイベン

トに参加することが、毎年の

自分の予定に入ってます。

　専用の器具でラインを引き、穴をあけ、

カップとキャンドルを設置します。ゲレン

デでの作業は移動するだけでも大変です。デでの作業は移動するだけでも大変です。

人
の
思
い
が
つ
な
が
�
て

　
　
　
灯
さ
れ
る
キ
�
ン
ド
ル

　
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と
の
最
大

の
特
徴
は
、
訪
れ
た
人
と
と
も
に
イ
ベ

ン
ト
を
作
り
上
げ
る
こ
と
。
ス
ノ
ー
キ

�
ン
ド
ル
は
、
カ
ッ
プ
を
作
る
人
、
設

置
す
る
人
、
火
を
つ
け
る
人
、
そ
れ
ぞ

れ
が
違
う
人
の
手
を
介
し
て
行
わ
れ
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
で
込
め
ら
れ
た

思
い
が
、
キ
�
ン
ド
ル
を
通
し
て
つ
な

が
り
、
大
き
な
ス
ノ
ー
キ
�
ン
ド
ル
の

海
原
へ
と
な
り
ま
す
。

協
働
作
業
で
フ
�
ン
が
増
え
る

　
そ
の
過
程
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
訪

れ
た
人
の
協
働
作
業
で
す
。
国
際
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
を
通
じ
て
支
援
に

訪
れ
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

は
口
々
に
「
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
作

業
す
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」「
地

元
へ
の
愛
と
人
の
暖
か
み
を
感
じ
ら
れ

る
」
な
ど
、
外
部
か
ら
の
目
線
で
同
イ

ベ
ン
ト
の
魅
力
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
な
く

て
も
ま
た
来
て
み
た
い
」と
話
し
ま
す
。

こ
う
し
て
作
業
を
し
な
が
ら
地
域
の
皆

さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ベ

ン
ト
だ
け
で
な
く
こ
の
地
域
自
体
を
好

き
に
な
�
て
い
き
ま
す
。

好
き
と
言
�
て
く
れ
る
人
た
ち
が

地
域
の
良
さ
を
地
元
の
人
に
伝
え
る

　
こ
の
地
域
を
訪
れ
、
好
き
に
な
�
た

人
が
、
交
流
の
中
で
地
域
の
魅
力
を
地

元
の
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
で
、
地
元

の
人
た
ち
は
、
地
域
の
良
さ
を
再
認
識

し
、誇
り
が
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
地
元
の
人
も
訪
れ
る
人

も
、
よ
り
多
く
の
人
が
協
働
作
業
に
加

わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

﹁
続
け
て
い
く
﹂
こ
と
の
大
切
さ

　
食
の
の
れ
ん
街
で
け
ん
ち
ん
汁
な
ど

の
郷
土
料
理
を
出
店
す
る
瀧
沢
由
紀
さ

ん
（
田
中
・
62
歳
）
は
、「
準
備
は
大

変
だ
け
れ
ど
、
お
客
さ
ん
の
笑
顔
が
見

た
く
て
毎
年
出
店
し
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。
続
け
る
こ
と
の
大
変
さ
以
上
の
喜

び
を
、
訪
れ
た
人
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら

感
じ
取
�
て
い
ま
す
。

　「
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と
」
は
、

今
年
の
よ
う
に
必
ず
し
も
晴
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
き
に
は
、
設
置

し
た
キ
�
ン
ド
ル
が
、
点
灯
時
に
雪
で

見
え
な
く
な
る
く
ら
い
吹
雪
の
年
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
毎
年
光
を
灯
し
続

け
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
続
け
る

こ
と
で
地
域
へ
の
思
い
が
次
世
代
へ
つ

な
が
�
て
い
く
こ
と
を
信
じ
て
い
る
か

ら
で
す
。

広
が
る
光
❷ 

雪
灯
り
ロ
ー
ド

広
が
る
光
❸ 

雪
の
回
廊

手先が
器用だねー

夜の点灯が楽しみ

けっこう汗かきます

誰でも参加できる

キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯

　開
始
の
合
図
と
と
も
に
会
場
中
心
か
ら
徐
々
に
光
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

ゲ
レ
ン
デ
を
上
り
な
が
ら
キ
ャ
ン
ド
ル
に
灯
を
つ
け
、
ふ
と
振
り
返
っ
た
と
き

に
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
光
景
は
、
言
葉
を
失
う
ほ
ど
の
美
し
さ
で
す
。

　「
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と
」
と
い
え
ば
、
キ
�
ン
ド
ル
の
ほ
の
か
な
灯
。

そ
の
優
し
く
も
力
強
く
広
が
�
て
い
く
光
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

雪原カーニバルなかさと雪原カーニバルなかさと雪原カーニバルなかさと

人から人へ灯る思い
雪原カーニバルなかさと雪原カーニバルなかさと雪原カーニバルなかさと

人から人へ灯る思い

◆
問
合
せ

：

中
里
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　☎
７
６
３

｜

２
５
１
１
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事前に医療機関への予約が必要です

対象 予防接種の種類 対象年齢 標準的な接種期間 接種回数

乳
幼
児

ヒブ 生後 2 か月以上 5 歳未満 ヒブ、小児用肺炎球菌は、接種開始年齢
により接種回数が異なります。小児用肺炎球菌 生後 2 か月以上 5 歳未満

ＢＣＧ 生後 1 歳未満 生後 5 か月以上 8 か月未満 1 回接種

四種混合
第 1 期初回 生後 3 か月以上

7 歳 6 か月未満

生後 3 か月以上 12 か月未満 3 回接種

第 1 期追加 初回終了後 12 ～ 18 か月後 1 回接種

ポリオ
第 1 期初回 生後 3 か月以上

7 歳 6 か月未満

生後 3 か月以上 12 か月未満 3 回接種

第 1 期追加 初回終了後 12 ～ 18 か月後 1 回接種

三種混合
第 1 期初回 生後 3 か月以上

7 歳 6 か月未満

生後 3 か月以上 12 か月未満 3 回接種

第 1 期追加 初回終了後 12 ～ 18 か月後 1 回接種

麻しん
風しん

第 1 期 1 歳以上 2 歳未満 － 1 回接種

第 2 期 小学校就学の前年度 － 1 回接種

日本脳炎※
第 1 期初回 生後 6 か月以上

7 歳 6 か月未満

3 歳 2 回接種

第 1 期追加 初回終了後約 1 年後（4 歳） 1 回接種

学童
日本脳炎※ 第 2 期 9 歳以上 13 歳未満 9 歳 1 回接種

二種混合 第 2 期 11 歳以上 13 歳未満 11 歳 1 回接種

生徒 子宮頸がんワクチン
中学 1 年生から高校 1 年生

に相当する女子
中学 1 年生 3 回接種

乳幼児 学　童 生　徒 の
定期予防接種の変更について
　平成25年４月１日から、予防接種の取り扱いが一部変更とな

ります。予防接種は、母子健康手帳を確認し、標準的な接種期間

内で、お子さんの体調の良いときに接種を受けましょう。

予防接種の種類・対象年齢一覧

個別接種協力医療機関一覧

　今までの「生後６か月に至るまで」が、「生後１歳に至るまで」になり、１歳の誕生日の前日まで、

接種が受けられるようになります。

　※お勧めの接種期間は、「生後５か月に達した時から８か月に達するまでの間」となります

※平成７年４月２日から平成19年４月１日生まれの人は、20歳未満まで日本脳炎の予防接種を受けられる特例措置があります

【接種時に持参するもの】

・母子健康手帳（忘れると接種できません）

・予診票（子宮頸がんワクチン接種以外は医療

機関にもあります）

・保険証・体温計・筆記用具など

【注意事項】

・出生後に配布した「予防接種と子どもの健康

（小冊子）」を必ず読んだうえで接種してくだ

さい。

BCG予防接種：対象年齢が拡大されます

・対象年齢、他の予防接種との間隔に注意して

ください。

・対象年齢以外の接種は自費（任意接種）とな

ります。

【その他】

・「予防接種予診票・乳幼児健診問診票」のつ

づりと「予防接種と子どもの健康（小冊子）」

は生後２か月頃、看護師や保健師が自宅に届

けます。

※予約方法：窓　口＝母子健康手帳・保険証を持参し、医療機関の窓口で直接予約してください

　　　　　　電話可＝母子健康手帳で接種状況を確認のうえ、電話で予約してください

※実施する予防接種：○ 実施　　― 実施しない

※十日町病院がかかりつけ医（受診中）の人は、主治医に相談してください

医療機関名
住所

（行政区）
電話番号

予
約
方
法

実施する予防接種

ヒ
ブ

小
児
用
肺
炎
球
菌

Ｂ
Ｃ
Ｇ

四
種
混
合
第
１
期

不
活
化
ポ
リ
オ

三種混合

第 1 期

二種混合

第 2 期

麻しん風しん

（1 期・2 期）

日
本
脳
炎

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

池田医院 本町西 1 752-2581 電話可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大熊内科医院 山本町 1 752-7066 窓　口 ― ― ○ ○ ― ○ ― ○

大島医院 川原町 752-2957 電話可 ― ― ― ― ― ○ ○ ○

大坪医院 四日町新田 2 757-6100 電話可 ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○

上村病院 田中 763-2111 電話可 ― ― ― ― ― ― ― ○

小林内科医院 中条中町 752-7155 電話可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

せき整形外科 四日町 2 750-1155 窓　口 ― ― ― ― ― ○ ○ ○

たかき医院 土市第 5 758-2361 窓　口 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

田中外科医院 田中町本通り 752-2403 窓　口 ― ― ― ― ― ― ― ○

庭野医院 寿町 4 752-2711 電話可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中条病院 中条北原 757-3018 電話可 ― ― ― ○ ― ○ ○ ―

本町クリニック 本町 3 750-1160 電話可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山口医院 袋町中 752-2174 窓　口 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山口医院 下条中央通り 755-2003 電話可 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

国保川西診療所 髙原田 768-2034 電話可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

富田医院 発電所通り西 761-0200 窓　口 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

国保倉俣診療所 芋川 763-2147 電話可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

松代病院 松代 597-2100 電話可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国保室野診療所 室野 598-2101 電話可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国保松之山診療所 松之山 596-2240 電話可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

津南病院 大割野（津南町） 765-3161 電話可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石川医院 逆巻（津南町） 766-2061 電話可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

古藤医院 押付（津南町） 765-3001 電話可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

藤巻医院 真人（小千谷市） 0258-86-3006 電話可 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

　実施する予防接種および予約方法は、医療機関により異なります。下表を参考

にしてください。

■問合せ：健康支援課母子保健係

　　　　　☎757-9759
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住
宅
の
克
雪
化
工
事
に
対
し
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
開
放
利
用
を

伴
う
も
の
を
除
く
）の
設
置
工
事
で
、

新
築
・
増
築
・
改
良
に
よ
る
も
の

②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
・
改

良
工
事

【
耐
雪
式
】

　
３
・
３
ｍ
（
川
西
地
域
＝
３
・
０
ｍ
、

松
代
地
域
＝
３
・
６
ｍ
、
松
之
山
地
域

＝
３
・
７
ｍ
）
以
上
の
積
雪
荷
重
に
対

し
、
安
全
な
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事

で
、有
効
な
雪
ぴ
対
策
を
講
じ
た
も
の
。

【
落
雪
式
】

　
屋
根
雪
を
人
力
に
よ
ら
ず
に
落
下
さ

せ
る
屋
根
構
造
ま
た
は
強
制
落
雪
装
置

を
有
し
、
落
下
さ
せ
た
雪
を
敷
地
内
で

有
効
に
処
理
で
き
る
も
の
。

【
高
床
落
雪
式
】

　
落
雪
式
の
構
造
を
有
し
、
１
階
を
鉄

骨
ま
た
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と

し
、
２
階
及
び
３
階
を
木
造
と
し
た
も

の
。

◆
補
助
条
件

①
25
年
度
内
に
工
事
す
る
個
人
住
宅

（
併
用
住
宅
を
含
む
、
新
築
建
売
住

宅
の
購
入
も
可
）
で
、
市
が
適
正
と

認
め
た
も
の
が
対
象
で
す
。
共
同
住

宅
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制
度
を

利
用
す
る
場
合
で
も
該
当
し
ま
す

※
過
去
に
克
雪
住
宅
関
連
補
助
を
受
け

た
人
は
該
当
し
ま
せ
ん

◆
補
助
金
上
限
額
　
44
万
円（
落
雪
式
・

高
床
落
雪
式
住
宅
は
33
万
円
、
た
だ

し
要
援
護
世
帯
は
44
万
円
）

◆
受
付
期
限
　
４
月
１
日
㈪
〜
９
月
30

日
㈪
（
予
定
金
額
に
達
し
た
段
階
で
締

め
切
り
ま
す
）

※
工
事
着
手
前
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

克
雪
す
ま
い
づ
く
り

支
援
事
業

克
雪
住
宅
づ
く
り

資
金
貸
付
事
業

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
」
を
25
年
度

も
実
施
し
ま
す
！

　
市
民
の
居
住
環
境
の
向
上
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
市

内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
市
民
を
対
象
に
、
工

事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
人

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
　

①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

②
対
象
の
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
、
そ

の
住
宅
の
所
有
者

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

④
平
成
24
年
度
以
前
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
（
10
万
円
満
額
）
を
受
け
て
い

な
い
人

◆
対
象
と
な
る
建
物

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

①
申
請
者
が
居
住
し
て
い
る
住
宅

②
火
災
警
報
機
を
設
置
し
て
い
る
住
宅

◆
対
象
と
な
る
工
事

①
個
人
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
（
改
修
・

増
築
）
工
事

※
門
や
塀
・
車
庫
・
庭
園
・
電
化
製
品

取
り
付
け
工
事
な
ど
は
対
象
外
で
す

②
対
象
工
事
が
、
市
が
実
施
す
る
ほ
か

の
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と

■
問
合
せ

：

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

９
９
３
５

応援します！

雪
と
災
害
に
強
い
す
ま
い
づ
く
り

〜
25
年
度
の
有
利
な
制
度
の
紹
介
〜

克雪

克雪　
住
宅
の
克
雪
化
工
事
に
対
し
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
貸
し
付
け
ま
す
。

◆
対
象
工
事
・
貸
付
額

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
開
放
利
用
を

伴
う
も
の
を
除
く
）
の
設
置
工
事

：

融
雪
装
置
の
設
置
工
事
費
の
80
％
以

内
②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
工

事

：

工
事
費
の
15
％
以
内

③
融
雪
式
の
建
物
へ
の
改
良
工
事

：

工

事
費
の
80
％
以
内

【
耐
雪
式
】

　
３
・
３
ｍ
（
川
西
地
域
＝
３
・
０
ｍ
、

松
代
地
域
＝
３
・
６
ｍ
、
松
之
山
地
域

＝
３
・
７
ｍ
）
以
上
の
積
雪
荷
重
に
対

し
安
全
な
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事
で
、

有
効
な
雪
ぴ
対
策
を
講
じ
た
も
の

：

工

事
費
の
20
％
以
内

【
落
雪
式
】

①
屋
根
こ
う
配
や
滑
り
や
す
い
屋
根
材

木
造
住
宅
耐
震
診
断

支
援
事
業

◆
補
助
金
上
限
額

　
対
象
工
事
費
（
税
抜
き
）
の
20
％
（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）
補
助
限
度
額
10
万

円
　

◆
申
込
み
受
付
期
間

　
４
月
10
日
㈬
〜
30
日
㈫
予
定
額
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す

◆
施
工
業
者
・
工
事
費
な
ど
の
条
件

①
市
内
に
本
社
も
し
く
は
営
業
所
を
有

し
て
い
て
営
業
し
て
い
る
、
法
人
及

び
個
人
の
業
者
か
ら
施
工
し
て
も
ら

う
工
事

②
対
象
工
事
費
が
税
抜
き
20
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

③
併
用
住
宅
の
共
用
部
分
は
、
住
居
部

分
の
面
積
案
分
で
算
出

④
平
成
25
年
12
月
27
日
㈮
ま
で
に
実
績

報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

◆
補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て

　
先
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す
る
か
、

各
受
付
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
補
助
対

象
者
に
決
ま
っ
た
後
、
交
付
申
請
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。

◆
受
付
窓
口

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

松
代
支
所
農
林
建
設
課
建
設
克
雪
係

◆
問
合
せ

　
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

　
☎
７
５
７

｜

９
９
３
５

　
１
万
円
で
耐
震
診
断
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
旧
耐
震
基
準
建
築
の
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象

　
十
日
町
市
税
を
完
納
し
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
、
市
内
に
所
在
す
る

住
宅
の
所
有
者
。

①
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
（
併
用
住

宅
を
含
む
）

②
一
戸
建
て
の
住
宅

③
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅

④
壁
・
柱
・
床
・
屋
根
そ
の
ほ
か
の
主

要
な
部
分
が
木
造
の
住
宅

◆
耐
震
診
断
の
対
象
範
囲

　
補
助
の
対
象
と
な
る
耐
震
診
断
の
範

囲
は
木
造
部
分
の
み
と
し
ま
す
。高
床
・

基
礎
な
ど
の
木
造
以
外
の
部
分
は
助
成

対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

◆
補
助
金
額

　
住
宅
の
助
成
対
象
範
囲
の
延
べ
床
面

積
に
応
じ
て
定
め
た
耐
震
診
断
料
か
ら

１
万
円
を
差
し
引
い
た
額
（
左
表
参

照
）。耐 震 診 断 の 対 象

となる延べ床面積
耐　震
診断料

自　己
負担額

補助
金額

70㎡以下 ７万円

１万円

６万円

70㎡超
175㎡以下

８万円 ７万円

175㎡超 10万円 ９万円

※
診
断
終
了
後
、
申
請
者
が
診
断
士
に

　
診
断
料
（
７
〜
10
万
円
）
を
支
払
っ

　
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
市
が
補
助
金

　（
６
〜
９
万
円
）
を
交
付
し
ま
す

◆
受
付
戸
数
　
先
着
20
戸

◆
受
付
期
間
　
４
月
１
日
㈪
〜
10
月
31

日
㈭

※
自
分
で
も
で
き
る
簡
易
的
な
耐
震
診

断
書
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い
　

　
耐
震
診
断
で「
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
」

と
判
定
さ
れ
た
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

◆
補
助
対
象

　
十
日
町
市
税
を
完
納
し
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
、
市
内
に
所
在
す
る

住
宅
の
所
有
者
。

①
耐
震
診
断
の
結
果
、総
合
評
点
が
１
・

０
未
満
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

②
耐
震
改
修
計
画
に
よ
り
総
合
評
点
が

１
・
０
以
上
と
な
る
住
宅

◆
耐
震
改
修
の
補
助
対
象
範
囲

　
補
助
の
対
象
と
な
る
耐
震
改
修
の
範

囲
は
木
造
部
分
の
み
で
す
。
高
床
基
礎

な
ど
の
木
造
以
外
の
部
分
は
助
成
対
象

か
ら
除
き
ま
す
。

◆
補
助
金
上
限
額
　
45
万
円
（
耐
震
改

修
に
必
要
な
費
用
の
２
分
の
１
）

◆
受
付
戸
数
　
先
着
５
戸

◆
受
付
期
間
　

　
４
月
１
日
㈪
〜
10
月
31
日
㈭

耐震

木
造
住
宅
耐
震
改
修

支
援
事
業

耐震

な
ど
を
利
用
し
て
雪
を
滑
り
落
と
す

建
物
の
新
築
・
増
築
工
事

：

工
事
費

の
10
％
以
内

②
落
雪
式
の
建
物
へ
の
改
良
工
事

：

工

事
費
の
80
％
以
内

◆
貸
付
限
度
額

　
融
雪
式
・
耐
雪
式
　

6
0
0
万
円

　
落
雪
式
　

4
0
0
万
円

◆
貸
付
利
率
　
年
２
・
０
％

◆
貸
付
期
間
　
15
年
以
内

◆
受
付
期
間
　
25
年
度
内
に
完
了
す
る

　
も
の
で
あ
れ
ば
随
時

※
工
事
着
手
前
に
申
請
書
を
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
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　農業者の高齢化・農業後継者の不足・耕作放棄地の問題など、

人と農地の問題解決に向けて、十日町市では旧市町村単位の５地

域でプランを作成しました。農業者（担い手）の皆さんから経

営意向調査に協力してもらい、昨年９月27日には初期プランを、

今年２月28日には更新プランを策定しました。更新プランでは

中心経営体数145、中心経営体目標経営面積1,733ヘクタール、

連携する農業者数85、農地集積計画58.4ヘクタールのプランとな

りました。策定したプランは農林課で閲覧することができます。

■閲覧時間：平日の午前８時30分〜午後５時15分　　■閲覧場所：農林課農業企画係内

❖ 人・農地プランは毎年見直します

　人・農地プランは、新しく中心経営体となる新規就農者や農業者（受け手）、または連携する農

業者（出し手）が決まったときや、集落などの話し合いでプランの内容を決めたときなど、いつで

も見直すことが出来ます。市では毎年、プランを更新していく予定です。

❖ 話し合いでよりよいプランへ

　市では各地域ごとにモデル集落を選定し、関係機関の支援

チームを派遣することでモデル集落の皆さんから話し合いを

してもらっています。25年度には他の集落でも話し合いの

機会を持ってほしいと考えています。５年後10年後、皆さ

んの集落の農業はどうなっているでしょうか。今できること

をみんなで話し合いましょう。

❖ 人・農地プランに掲載されると、国の支援金などが受けられます

　人・農地プランに位置付けられることで、下記１～４の支援金などの交付対象者となります。詳

細は農林水産省ホームページをご覧いただくか、農林課農業企画係まで問い合わせてください。

１）青年就農給付金（経営開始型）【年150万円】

　　　45歳未満で経営開始する新規就農者が対象です

２）青年就農準備金（新規参入）【初年度のみ100万円以内】（市独自の支援事業）

　　　１）の青年就農給付金対象者のうち、新規に農業参入された人が対象です

３）農地集積協力金（農地の出し手に対する支援）

　　①経営転換協力金【30万円・50万円・70万円】

　　　土地利用型農業から経営転換する農業者やリタイアする農業者または農地の相続人で、中

心経営体へすべての農地（自作地）を提供する農業者などが対象です

　　②分散錯圃解消協力金【10アールあたり5,000円】

　　　中心経営体に隣接農地を提供する農地の所有者（自作者）、または農地を借りて耕作して

いる農業者が対象です

４）スーパーＬの５年間無利子化

　　　認定農業者が対象です

５）規模拡大交付金（農地の受け手に対する支援）【10アールあたり２万円】

　農地利用集積円滑化事業により、円滑化団体（十日町・川西・中里・松代はJA十日町、松之

山は㈶松之山農業担い手公社）を通じて農地の利用権を設定した農業者（受け手）が対象です

交付単価
0.5ha以下 0.5ha超2.0ha以下 2.0ha超

30万円／戸 50万円／戸 70万円／戸

人・農地プラン
（地域農業マスタープラン）

を策定しました

■問合せ：農林課農業企画係　☎757-3120

※ha ＝ヘクタール

　
平
成
23
年
度
か
ら
２
年
間
、
４
つ
の
モ
デ
ル
中
学
校
区
を
中
心
に
小
中
一
貫
教

育
を
試
行
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
見
え
て
き
た
成
果
と
課
題
を
基
に
見
直
し

を
進
め
な
が
ら
、26
年
度
か
ら
の
全
て
の
中
学
校
区
で
の
本
格
実
施
を
見
据
え
て
、

25
年
度
は
試
行
の
最
終
年
度
の
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
区
に
お
い
て
、

小
・
中
学
校
間
の
児
童
・
生
徒
、教
職
員
、

保
護
者
の
交
流
が
進
み
ま
し
た
。　「
ふ

る
さ
と
十
日
町
市
を
愛
し
、
自
立
し
て

社
会
で
生
き
る
子
ど
も
」
の
育
成
に
向

け
、
教
職
員
と
児
童
・
生
徒
に
良
い
変

化
の
兆
し
が
見
え
始
め
ま
し
た
。

○
教
職
員
の
変
化

　
教
職
員
は
、
９
年
間
の
つ
な
が
り
の

意
識
が
高
ま
り
、
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
見
方
が
変
わ
り
、
指
導
方
法
の
工
夫

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
小
・
中
学
校
の
違

い
を
認
識
し
合
い
な
が
ら
も
、
相
互
の

理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

○
児
童
・
生
徒
の
変
化

　
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
し
て
、児
童
・

生
徒
は
、
関
わ
る
こ
と
の
良
さ
を
感
じ

た
り
、
自
己
有
用
感
が
高
ま
っ
た
り
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
学
校
へ
の
進

学
に
不
安
を
感
じ
る
小
学
生
や
、
中
学

１
年
生
で
新
た
に
不
登
校
に
な
る
生
徒

が
減
少
す
る
な
ど
、「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」

と
言
わ
れ
る
問
題
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

○
モ
デ
ル
中
学
校
区
の
先
導
的
取
組
み

　
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
９
年
間
の
系

統
的
な
指
導
計
画
を
は
じ
め
、
26
年
度

以
降
の
本
格
的
な
取
組
み
の
実
施
計
画

の
作
成
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
モ
デ
ル
中
学
校
区
以
外
の
取
組
み

　
モ
デ
ル
中
学
校
区
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
合
わ
せ
た
中

学
校
区
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
全
体

構
想
）
を
作
成
す
る
な
ど
の
取
組
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。

○
学
校
間
を
越
え
た
広
が
り

　
小
学
校
間
、
小
・
中
学
校
間
に
と
ど

ま
ら
ず
、
家
庭
や
地
域
、
保
育
所
・
幼

稚
園
、
高
校
、
公
民
館
な
ど
と
連
携
し

た
取
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
試
行
を
進
め
て
い
く
中
で
課
題
も
見

つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
中
学
校

区
や
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
今
後

の
改
善
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

○
取
組
み
の
再
構
築

　
小
中
一
貫
教
育
を
柱
に
据
え
た
再
構

築
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り

充
実
し
た
取
組
み
に
す
る
た
め
に
、
さ

ら
に
検
討
・
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
全
て
の
教
職
員
の
参
画

　
全
て
の
教
職
員
が
、
小
中
一
貫
教
育

の
意
義
や
取
組
み
の
ね
ら
い
を
理
解

し
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
推
進
で
き
る

よ
う
、
教
職
員
の
意
識
を
さ
ら
に
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
で
、「
学
力
の
向
上
」「
不
登
校
の

減
少
」
な
ど
を
目
指
し
た
取
組
み
が
充

実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
教
職
員

全
体
で
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
保
護
者
・
地
域
へ
の
浸
透

　
小
中
一
貫
教
育
の
意
義
や
取
組
み
を

広
く
保
護
者
・
地
域
に
浸
透
さ
せ
、
地

域
と
一
体
に
な
っ
た
教
育
活
動
を
展
開

す
る
た
め
、
広
報
活
動
を
充
実
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
小
中
一
貫
教
育
に
な
る
と
、
小
学
校

の
卒
業
式
と
中
学
校
の
入
学
式
は
ど
う
な

り
ま
す
か
？
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校
に

は
進
学
で
き
る
の
で
す
か
？

Ａ
　
十
日
町
市
の
小
中
一
貫
教
育
は
、
小

学
校
と
中
学
校
の
学
校
制
度
を
変
え
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
小
学
校
の
課
程

を
修
了
す
る
と
小
学
校
の
卒
業
式
を
迎

え
、
中
学
校
へ
進
学
す
る
と
中
学
校
の
入

学
式
を
迎
え
ま
す
。
小
学
校
を
卒
業
し
た

後
、
津
南
中
等
教
育
学
校
な
ど
に
進
学
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

成
果

課
題

○
教
職
員
の
多
忙
化
対
策

　
教
職
員
の
多
忙
感
が
ま
だ
続
い
て
い

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
中
学
校

区
が
取
組
み
を
工
夫
し
、
市
教
育
委
員

会
が
そ
れ
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

：

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
３
３
６

川西中学校区乗り入れ授業

小
中
一
貫
教
育

２
年
間
の
試
行
の
成
果
と
課
題
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二
千
年
蓮
が
大
き
な
成
果

　
最
初
の
２
年
間
で
高
齢
化
集
落

を
主
体
と
し
た
集
落
実
態
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
調
査
か
ら
必

要
と
さ
れ
る
高
齢
化
集
落
へ
の
支

援
や
対
策
な
ど
に
つ
い
て
行
政
へ

の
堤
言
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
各
支
援
員
の
具
体
的
な
活
動
に

つ
い
て
は
、
集
落
実
態
調
査
を
基

に
各
支
援
員
が
作
成
し
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
従
い
、
地
域
で
持
続
可

能
な
活
性
化
組
織
づ
く
り
や
震
災

復
興
デ
ザ
イ
ン
作
成
と
先
導
事
業

支
援
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま

野
口
集
落
を
支
援
し
、

　
　
　
　
　
　
問
題
も
解
決
　

　
大
白
倉
の
奇
祭
「
バ
イ
ト
ウ
」

の
支
援
が
最
初
の
活
動
で
し
た
。

以
前
か
ら
バ
イ
ト
ウ
に
関
わ
っ
て

き
た
長
岡
造
形
大
学
学
生
と
の
交

流
を
進
め
、
祭
り
本
番
へ
の
支
援

へ
と
繋
げ
て
き
ま
し
た
。
高
齢
化

集
落
の
住
民
だ
け
で
は
こ
の
行
事

の
継
続
は
難
し
く
、
外
部
の
力
を

借
り
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
今

年
で
５
年
目
を
迎
え
た
支
援
で
す

が
、
少
し
は
お
役
に
立
て
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
策
定
・
先
導
事
業
で

は
、
上
野
・
野
口
集
落
を
支
援

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
も
連

携
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

支
援
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
中
越
大
震
災
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
二
ツ
屋
集
落

の
二
千
年
蓮
に
は
、
４
年
間
の
復

活
事
業
の
支
援
に
関
わ
り
、
蓮
の

花
が
見
事
に
咲
き
そ
ろ
っ
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

中手集落での支援。大地の芸術祭に参加

統
括
支
援
員

主
任
支
援
員

上
村
　
良
一
（
65
歳
）

丸
山
　
三
義
（
61
歳
）

５
年
間
の
活
動
を
振
り
返
る
。
支
援
員
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

各
地
域
や
集
落
の
現
状

把
握
・
実
態
調
査

平成20年

実
態
調
査
の
ほ
か
、
意

識
啓
発
活
動
や
冬
期
間

対
策
活
動
へ
の
支
援
、

復
興
基
金
事
業
の
策
定

支
援
な
ど

平成21年

集
落
活
性
化
支
援
を
中

心
に
集
落
の
法
人
化
支

援
や
都
市
住
民
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
、

地
域
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

体
制
の
構
築

平成22年

都
市
農
村
交
流
の
発
展

か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
構
築
へ
向
け
た
取

組
み
。
過
疎
高
齢
化
集

落
の
支
え
合
い
づ
く
り

な
ど

平成23・24年 ５
年
間
の
主
な
歩
み

十
日
町
市
里
山
セ
ン
タ
ー

　十日町市里山センターは、平成20年７月、５人のスタッ

フで活動がスタートしました。活動内容は中越大震災で被災

した中山間地の復興を支援するもので、長岡市に本部がある、

㈶山の暮らし再生機構（LIMO）の分所として機能してきま

した。あれから５年を迎え、４月からは新しい組織とスタッ

フのもとで活動が継続されます。高齢化集落を中心とした支

援に取り組んできた４人の支援員の活動への思いを振り返り

ます。

デザイン先導事業二ツ屋集落ワークショップ

■問合せ：十日町市里山センター
　　　　　☎595-6670

「十日町市里山センター」
㈶山の暮らし再生機構

年間の活動を
振り返る５

復
興
支
援
員
が
求
め
ら
れ
る
役
割

　
高
齢
化
の
進
展
は
合
併
後
も
止

ま
る
ど
こ
ろ
か
加
速
し
て
い
ま

す
。
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
れ
ば
、

い
ず
れ
市
全
体
が
高
齢

集
落
化
す
る
こ
と
は
明

ら
か
な
こ
と
で
し
た
。

地
域
の
高
齢
化
を
踏
ま

え
、
中
越
地
震
か
ら
の

復
興
と
中
山
間
地
の
活

性
化
を
目
指
す
と
い
う

大
き
な
課
題
を
、
行
政

で
も
民
間
で
も
な
い
、

そ
の
中
間
の
立
場
の
人

森
林
農
業
を
提
案

　
豊
か
な
自
然
と
暖
か
い
人
々
の

住
む
松
代
地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
て
、
数
々
の
取
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
芝
峠
温
泉
雲
海
や
ふ

る
さ
と
会
館
の
職
員
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
な
ど
と
活
性
化
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
東
京
農
業
大
学
の
学
生
が
農

家
に
滞
在
し
な
が
ら
除
草
作
業
や

夏
野
菜
の
収
穫
を
手
伝
う
、
農
業

研
修
の
提
案
も
行
い
ま
し
た
。

　
急
傾
斜
地
な
ど
の
農
地
で
は
、

農
業
者
の
高
齢
化
が
拍
車
を
か
け

て
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
き
ま

し
、
野
口
で
は
事
業
計
画
か
ら
採

択
、
実
績
報
告
に
至
る
ま
で
を
支

援
し
、
集
会
所
の
改
修
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
集
落
の
共
有
財
産
が
個

人
名
義
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
問

題
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
認
可
地
縁
団
体
を
作

り
、
そ
の
団
体
の
名
義
で
登
記
が

で
き
る
制
度
を
紹
介
し
、
登
記
事

務
も
支
援
し
ま
し
た
。
　

す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
農
地
の

有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
林
産
物

と
農
産
物
を
同
一
ほ
場
で
混
作
す

る
森
林
農
業
を
提
案
し
て
き
ま
し

た
。

　
山
野
に
自
生
し
花
粉
症
に
も
効

く
と
い
わ
れ
る
サ
ル
ナ
シ
栽
培
の

普
及
に
向
け
「
松
代
サ
ル
ナ
シ
研

究
会
」
で
先
進
地
視
察
や
勉
強
会

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

天
蚕
の
活
用
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
や
講
演
会
な
ど
の
開
催
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

間
が
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
は
、

地
域
づ
く
り
へ
の
新
た
な
挑
戦
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
5
年
間
と
い
う
短
期
間
で
新
た

な
こ
と
を
創
り
だ
す
こ
と
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
地
域
づ
く
り
は
、
よ
り

一
層
地
域
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は

活
動
を
通
し
て
気
づ
い
て
も
ら
え

た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
中
越
地
震
に
加
え
、
過
疎
・
高

齢
化
に
拍
車
を
か
け
た
長
野
県
北

部
地
震
は
、
新
た
な
震
災
復
興
と

い
う
課
題
を
地
域
に
与
え
ま
し

た
。
今
後
も
地
域
と
と
も
に
「
震

災
復
興
」
に
取
り
組
む
人
材
を
求

め
て
い
て
、
復
興
支
援
員
の
役
割

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

東
京
農
業
大
学
生
の
農
業
研
修

主
任
支
援
員

主
任
支
援
員

高
橋
　
一
馬
（
65
歳
）

小
野
塚
　
建
治
（
49
歳
）

十
日
町
市
里
山
セ
ン
タ
�
の
皆
さ
ん
。

右
か
ら
小
野
塚
建
治
さ
ん
︵
主
任
支

援
員
︶、樋
口
久
美
子
さ
ん︵
事
務
員
︶、

上
村
良
一
さ
ん
︵
統
括
支
援
員
︶、
丸

山
三
義
さ
ん
︵
主
任
支
援
員
︶、
高
橋

一
馬
さ
ん
︵
主
任
支
援
員
︶

　
里
山
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
、

復
興
基
金
の
補
助
延
長
に
よ

り
、
さ
ら
に
２
年
間
継
続
し
、

復
興
か
ら
振
興
へ
の
歩
み
を
確

か
な
も
の
に
す
る
期
間
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
組
織
運
営
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
か

ら
独
立
し
、
池
谷
集
落
を
拠
点

に
活
動
す
る
「
特
定
非
営
利
活

動
法
人
十
日
町
市
地
域
お
こ
し

実
行
委
員
会
」
が
運
営
主
体
と

な
り
ま
す
。
支
援
員
の
数
も
現

在
の
４
人
か
ら
６
人
（
予
定
）

に
増
員
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
各
集
落
の
抱
え
る
課

題
に
寄
り
添
え
る
活
動
が
期
待

で
き
ま
す
。

　
な
お
４
月
以
降
、名
称
は「
里

山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ

　

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
　

☎
７
５
７

｜

３
６
９
３

㆓⓹
年
４
月
か
ら
の

　
　
　
　
組
織
運
営
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明石学級学級生募集
平成25年度

　明石学級は、高齢者対象の生涯学習事業です。新しい出会いや学びを発見！余暇時間を楽しく生き

生きと有効活用しませんか、お気軽にご参加ください。

●期間：４月～平成26年３月

●対象：概ね60歳以上の十日町市民　（ただしヨガコースは65歳以上）

●会場・申込み・問合せ：中央公民館　☎757-5011

　　３月26日㈫～４月5日㈮に、来館・電話・FAXのいずれかの

　方法で申し込んでください。

コース 学　習　内　容 講　師
定員

（先着）
学習日（２時間）
※ヨガは１時間30分

年間
回数

年　間
参加費

自 分 史
　過去を振り返り、自分の体験を誰かに
伝えてみませんか。文章作成の基本的な
コツから始めて、自分史をまとめます。

池田枝月
さん

15人
第１・３火曜日
午後１時30分～

20回
7,000

円

笑いヨガ

　健康を維持・増進する為に効果が期待
される「笑いヨガ」の知識と実践法を学
びます。体力に自信がない人でも、笑い
たい人なら誰でも参加できます。

水落善久
さん

30人
第１・３木曜日
午後１時30分～

20回
4,000

円

生け花
　色彩や香りなどを楽しみながら、草月
流生け花の花型法をきっちりと学びます。

滝沢信一
さん

20人
第１・３金曜日
午後１時30分～

18回
8,000

円

合　唱
　童謡や流行歌などを楽しく歌う「明石
合唱団」です。男性大歓迎です。

尾身辰雄
さん

50人
第２・４木曜日
午後１時30分～

20回
4,000

円

工　芸
　おしゃれな飾り物や、本物そっくりな
草花などを作ります。

田村恭子
さん

15人
第１・３木曜日
午後１時30分～

20回
7,700

円

社　交
ダンス

　軽快なリズムにのって、楽しく社交ダ
ンスの基礎を学びます。初めての人もど
うぞ。男性大歓迎です。

小林友衛
さん

30人
第２・４金曜日
午後１時30分～

22回
5,000

円

写　真
　撮影の技術を学び、自然や行催事、毎日
の生活を写します。デジカメも大歓迎です。

茂野誠一郎
さん

30人
第２・４水曜日
午後１時30分～

21回
5,000

円

手　芸
　手編みの基礎などを学び、暮しに役立
つ実用品を作ります。

清水道子
さん

20人
第２・４木曜日
午後１時30分～

20回
6,000

円

俳　句
　五七五の文字を通して情感や自然を表
現します。

渡辺みのる
さん

20人
第２・４火曜日
午後１時30分～

21回
5,000

円

パソコン
入　門
①・②

　パソコンは初めてという人が対象です。
８月までは公民館のパソコンで基本操作
を学び、９月からは自前のノートパソコ
ンを使って学びます（各コースの参加者
が10人に達しない場合は開設しません）。
※①か②を選んでください

山内直道
さん

15人
①第１・３木曜日
②第２・４水曜日
午前９時30分～

20回
7,000

円

パソコン
初　級
①・②

　基本的なパソコン操作ができる人を対
象に、分かりやすい文書の編集方法を学
びます。ノートパソコンを持参してくだ
さい。※①か②を選んでください

高野智成
さん

20人
①第１・３水曜日
②第２・４水曜日
午前９時30分～

20回
7,000

円

ヨ　ガ
①・②

　無理してやらない優しいヨガです。気
持ちをリラックスさせ、健康な心身を作
ります。男性大歓迎です。
※①か②を選んでください

大口悦子
さん

20人

①第２・４水曜日
午後２時～

②第２・４木曜日
午前10時～

17回
4,000

円

料　理
①・②

　家族の皆さんに喜ばれる、おいしくて
健康に良い料理を学びます。
※①か②を選んでください

蕪木康子
さん

25人
①第１・３金曜日
②第２・４金曜日
午前９時30分～

20回
7,000

円

共
通

全体学習 　健康講演会など、学級生全体で行う学習です。

高学会
活動

　学級生の立場から学級の運営を円滑に進めるために「高学会」を作り、さまざまな活動
を行います。全体学習や公民館まつりの計画・運営、公民館と連携し学習の成果を地域に
還元する活動にも積極的に取り組みます。

新コース

新コース

※参加費は、定員に達しないときは高くなることがあります　※教材費などは別途負担です（参加費は講師料に充てます）

サークル参加者を募集します
平成25年度

　高齢者対象の生涯学習事業｢明石学級｣の中から生まれた、中央公民館

の利用団体サークルです。生きがいづくりや仲間づくり、また趣味を高

めるために参加してみませんか。１人で複数のコースに参加できます。

◆期　間：４月～平成26年３月

◆会　場：中央公民館

◆申込み：下表の申込み先に電話で申し込んでください。

　　　　　※中央公民館では受け付けていませんのでご注意ください

コース名 活　動　内　容
募集
人数

活動日
年間
回数

年間
参加費

申込み・
問合せ先

アイコン
クラブ

　ワードやエクセルを学習します。 ５人
第１･ ３水曜日
午前９時30分～

22回 10,000円
清水　道子
☎757-8960

明石書道会

　基礎練習から芸術入門まで、毛筆
を楽しみながら学ぶ会です。一般書
付け、年賀状も学んでいます。年齢
不問です。

20人
　

第２･ ４火曜日
午前９時30分～

20回 7,000円
春日　正明
☎752-3050

絵手紙の会

　絵手紙の描き方の基礎から勉強し
ます。参加者は高齢者が中心です
が、和気あいあいと明るく楽しい会
です。

５人
第１･ ３水曜日
午後１時30分～

19回 6,000円
田村ヒデ子
☎757-5880

健康体操②

　無理のない運動で脳に刺激を与
え、足腰を丈夫にして、健康な心身
をつくります。※自習日＝第１・３・
５水曜日　午後１時30分～

10人
第２･ ４水曜日
午前９時30分～

22回 4,000円
根津　幸子
☎752-3878

デジカメ
しよう華

　撮影指導や鑑賞、講評を交互に行
い、写真展も開催します。ときには
デジカメをポケットにぶらりと撮影
会にも出かけます。

５人
第１金曜日
午前９時30分～

12回 12,000円
西川　恒夫
☎752-3224

パソコン

クラブ絆
きずな

　ノートパソコンをお持ちの人で、
文章入力ができる人を対象に、さら
なる技術の向上を目指します。

５人
第１・３火曜日
午前９時30分～

20回 ７,000円
渡邉　滉平
☎757-3970

パソコン

　煌
きらめき

　会　

　奥深いパソコン技能の一歩先を、
仲間で励みながら楽しく学習し、き
らめきたい人の入会をお待ちしてい
ます。※自習日＝第４火曜日　午後
１時30分～

５人
第１･ ３火曜日
午後１時30分～

24回 12,000円
春日　隆一
☎757-9262

ぱそこん
クラブ

青空の会

　ワードによる文書作成やエクセル
を学習します。明るく楽しい会です。

４人
第２･ ４金曜日
午前９時30分～

20回 8,000円
村山　政巳
☎757-0342

パソコン
ひまわり会

　パソコン機能全般について学習し
ます。※自習日＝第２・４火曜日

４人
第２･ ４火曜日
午前９時30分～

24回 10,400円
二瓶　十二
☎757-4404

パソコン
のぞみ

　ワードによる文書作成やエクセル
を学習します。

３人
第2・4木曜日
午後１時30分～

20回 10,000円
庭野　幸男
☎752-3761

ハッスル
健康体操

　無理のない運動で脳に刺激を与
え、足腰を丈夫にして、健康な心身
をつくります。

10人
第１･ ３水曜日
午前９時30分～

20回 4,000円
眞霜　マサ
☎757-0545

※参加費は、定員に達しないときは高くなることがあります

【開級式】
■日時：４月15日㈪
　　　　午前９時30分〜
■会場：市民会館



催
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催
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市報とおかまち　平成25年3月25日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

②
午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

十
日
町
総
合
体
育
館

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
５
９
）

（
２
次
試
験

：

面
接
試
験
）

随
時

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

●
必
要
書
類

①
指
定
様
式
の
履
歴
書
（
全
て
自

筆
で
記
入
し
、
写
真
を
貼
付
）

※
用
紙
は
人
事
係
に
配
置
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

②
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書
ま
た

は
卒
業
証
書
の
写
し

③
小
論
文
（
テ
ー
マ
「
私
が
学
ん

だ
こ
と
を
十
日
町
へ
生
か
す
手

段
・
手
法
」、
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
２
枚
以
内
に
自
筆
で

記
入
。
ワ
ー
プ
ロ
は
不
可
）　

　
・
　
４
月
３
日
㈬
ま
で
に
、
必

要
書
類
を
持
参
（
本
人
以
外
も

可
）
ま
た
は
郵
送
（
消
印
有
効
）

で
総
務
課
人
事
係
（
☎
７
５
７

―
９
７
８
７
）

●
資
格
や
経
験
な
ど
＝
高
校
卒
業

以
上
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

以
上
の
取
得
者
※
市
内
在
住

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用

保
険
あ
り
。
通
勤
手
当
・
時
間

外
手
当
・
賞
与
年
２
回
あ
り

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

●
勤
務
先
・
　
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
七
川
荘
（
☎
７
６
３
―
２

６
６
９
）

●
募
集
職
種
・
人
数
＝
訪
問
介
護

職
員
（
臨
時
職
員
）
１
人

●
勤
務
形
態
＝
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分
の
８
時
間
勤
務

（
休
憩
１
時
間
あ
り
）
※
土
・

日
曜
日
・
祝
日
の
勤
務
あ
り

●
賃
金
＝
基
本
給
15
万
円
〜

問

他

職
員
募
集

（福）
な
か
さ
と
福
祉
会

問

申

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

水
沢
公
民
館

【
４
月
22
日
㈪
】

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

中
里
庁
舎

【
４
月
26
日
㈮
】

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

下
条
公
民
館

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

中
条
公
民
館

健
康
支
援
課
成
人
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
６
４
）
ま
た
は

各
支
所
市
民
課

【
４
月
８
日
㈪
・
22
日
㈪
】

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

【
４
月
９
日
㈫
】

　
午
前
９
時
〜
11
時

川
西
庁
舎

【
４
月
11
日
㈭
】

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

吉
田
公
民
館

【
４
月
15
日
㈪
】

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

松
代
庁
舎

午
前
９
時
〜
11
時

松
之
山
庁
舎

【
４
月
19
日
㈮
】

健
康
相
談
（
保
健
師
に
よ
る
相
談
）

会 会会会 会

会会会問　
不
眠
・
不
安
・
意
欲
の
低
下
な

ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
本
人

で
も
家
族
で
も
無
料
で
相
談
で
き

ま
す
。
※
要
予
約

４
月
25
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

十
日
町
保
健
所

日会申

問
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

●
医
師
＝
根
本
医
師
（
中
条
第
二

病
院
）

・
　
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康

福
祉
部
地
域
保
健
課
（
☎
７
５

７
―
２
４
０
２
）

臨
床
心
理
士
こ
こ
ろ
の
相
談
会

　
人
間
関
係
や
家
庭
問
題
な
ど
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
無
料
で
相

談
で
き
ま
す
。
※
要
予
約

　
４
月
10
日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

　
・
　
健
康
支
援
課
成
人
保
健
係 

（
☎
７
５
７
―
９
７
６
４
）

日会申

問

会

日会

問

申
４
月
19
日
㈮
午
後
２
時
〜
３
時

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

・
　
福
祉
課
お
と
し
よ
り
相
談

係
（
☎
７
５
７
―
９
７
５
８
）

も
の
忘
れ
相
談
会

　
保
健
師
が
脳
の
い
き
い
き
度
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
無
料
で
相

談
で
き
ま
す
。
※
要
予
約

問 会
全
血
献
血

【
４
月
25
日
㈭
】

①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

㈱
宇
都
宮
製
作
所
、
㈱
シ
ル
ク

ワ
ー
ク

会●
配
置
場
所
・
　
福
祉
課
（
☎
７

５
７
―
３
７
８
２
）

手
話
奉
仕
員
窓
口
配
置

４
月
８
日
㈪
・
17
日
㈬
午
前
11

時
〜
午
後
３
時

日

問

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

中条病院 中条北原 757-3018

国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

せき整形外科 四日町２ 750-1155

●診察受付時間：午前８時30分～午後４時

30分　※午後の診察開始時間は各医療機関

に問い合わせてください

　国保川西診療所で休日救急診療センター

　を開設しています

・休日や祝日に急な発熱などで具合が悪くな

ったときは、休日救急医にかかりましょう

・保険証を忘れずにお持ちください

４月の休日救急医

問健康支援課成人保健係　☎757-9764

７日㈰

14日㈰

21日㈰

29日㈷

28日㈰

　
今
年
は
、
歌
人
・
石
川
啄
木
の

妻
、節
子
の
没
後
１
０
０
年
で
す
。

節
子
は
、
恋
人
と
し
て
、
妻
と
し

て
啄
木
の
文
学
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
啄
木
の
没
後
わ
ず
か
１
年

で
そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
亡

く
な
り
ま
し
た
。

　
節
子
と
、
親
の
期
待
を
受
け
て

育
っ
た
長
女
・
京
子
の
生
涯
を
追

い
な
が
ら
啄
木
の
生
き
方
と
作
品

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

４
月
13
日
㈯
午
後
２
時
〜

入
場
無
料

山
下
多
恵
子
さ
ん（
市
内
在
住
、

国
際
啄
木
学
会
理
事
、
日
本
ペ

ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

・
　
情
報
館
（
☎
７
５
０
―
５

１
０
０
）

「
４
月
の
番
組
情
報
」

●
投
影
日
＝
７
日
㈰
・
14
日
㈰
・

21
日
㈰
・
28
日
㈰
午
前
11
時
〜

11
時
45
分

定
期
番
組

：

４
月
の
星
空

企
画
番
組

：

「
ペ
テ
ル
ギ
ウ
ス

が
爆
発
す
る
っ
て
ホ
ン
ト
か

な
？
」

中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３

｜

２

４
９
３
）

問 内

●入館料
　大人500円、小・中・高生300円
●参加費
　大人500円、小・中・高生300円
●集合場所・問合せ
　キョロロ　☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同
伴が必要

日　時・テーマ

７ 日 ㈰・14日 ㈰・21日 ㈰・ 
28日㈰・29日㈷ 午後１時～
午後２時30分：里山の生き
物探検

20日㈯ 午後１時30分～午後
５時：花ごよみ調査（無料）

27日㈯ 午前５時～８時：
探鳥会（無料）

 「森の学校」キョロロ
４月の里山体験プログラム

広告掲載

国
際
大
学
２
０
１
３
春 

日
本
語
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
１
回
５
０
０
円
※
着
物
一
式
持

参
（
有
料
貸
出
し
あ
り
）

　
10
人

　
・
　
ク
ロ
ス
テ
ン
（
☎
７
５
７

―
２
３
２
３
）

　
４
・
５
月
の
毎
週
㈭
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
５
月
２
日

は
休
み
）

会

問

日￥定
ク
ロ
ス
テ
ン

４
・
５
月
の
着
付
け
教
室

に
コ
ー
ス
①
②
を
国
際
大
学
教

務
事
務
室
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
和
田
（
☎
０
２
５
―
７
７

９
―
１
４
９
８
、
電
子
メ
ー
ル

: jlp
@

iu
j.a

c.jp

）

　
留
学
生
に
日
本
語
を
教
え
る
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

４
月
６
日
㈯
・
13
日
㈯
・
27
日

㈯
、
５
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
、

６
月
８
日
㈯
・
22
日
㈯
、
７
月

６
日
㈯
（
全
８
回
）、
①
第
26

〜
41
課
コ
ー
ス

：

午
前
10
時
〜

午
後
１
時
、
②
第
１
〜
16
課
コ

ー
ス

：

午
後
２
時
〜
５
時

国
際
大
学
（
南
魚
沼
市
）

１
回
１
、
５
０
０
円

教
科
書「
み
ん
な
の
日
本
語（
初

級
Ⅰ 

本
冊
第
２
版
）（
初
級
Ⅱ 

本
冊
第
２
版
）」
各
２
、
６
２

５
円
※
当
日
購
入
可
。
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
　
各
開
講
日
の
３
日
前
ま
で

日会￥

問

申 持

啄
木
忌
記
念
講
演
会

石
川
節
子
、
啄
木
の
妻
と
し
て
生
き
て　

―
娘
・
京
子
の
生
涯
に
も
触
れ
な
が
ら
―

日会 講

問

￥

職
員
追
加
募
集
：
十
日
町
市

事
務
支
援
員
（
非
常
勤
職
員
）

　
高
度
な
一
般
行
政
事
務
及
び
一

般
土
木
事
務
を
積
極
的
に
担
う
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数

：

若
干
名

【
雇
用
条
件
】

●
任
用
期
間

：

25
年
４
月
の
採
用

日
〜
26
年
３
月
31
日
の
12
か
月

間
（
勤
務
成
績
良
好
な
場
合
、

以
後
12
か
月
ご
と
に
最
長
５
年

ま
で
更
新
さ
れ
る
場
合
あ
り
）

●
勤
務
時
間

：

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
の
７
時
間
勤
務

（
休
憩
時
間
１
時
間
あ
り
）

●
休
日

：

土
・
日
曜
日
、
祝
日

●
賃
金

：

月
額
15
万
５
、
４
０
０

円
（
時
給
１
、
１
１
０
円
※
月

20
日
勤
務
し
た
場
合
）

●
社
会
保
険
な
ど

：

健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
に
加
入

●
手
当

：

通
勤
手
当
、
時
間
外
勤

務
手
当

【
募
集
内
容
】

●
応
募
資
格

：

４
年
制
大
学
を
卒

業
ま
た
は
25
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
人
（
年
齢
制
限
な
し
）
※

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
な
ど
、
市
外

の
人
の
応
募
も
可
能

●
選
考
方
法

（
１
次
試
験

：

書
類
選
考
）

　
履
歴
書
、
小
論
文

日会申



催
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催
し
・
講
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集

福
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

【おはなしぴよぴよ】

６日㈯・13日㈯・27日㈯午

前10時30分～11時

・　情報館（☎750-5100）

【おはなし「たまてばこ」】

11日㈭午前10時～11時

・　情報館（☎750-5100）

【おはなしたんぽぽ】

13日㈯午前10時30分～11時、

午後１時30分～２時

午前：乳幼児、午後：小学校

低学年

　・　松代分室（☎597-2615）

【アドベンチャースクール】

27日㈯

中央公民館（☎757-5011）

【ボーイスカウト】

22ページに募集掲載

６日㈯上進式・21日㈰普通

集会（ハンドブックについて）

根津（☎757-5077）

【まるっとかふぇ】

ほっと一息つきませんか。　

12日㈮午前10時～正午

中央公民館

200円※お茶・お菓子代

春日（☎090-4939-7967）

４月のちびっこひろば　活動の内容は市報平成24年４月25日号6〜７ページをご覧ください
1,000円

服部（☎090-6968-3110）

【十日町おやこ劇場】

「おはなしてんこもり」

13日㈯午前10時30分～11時

30分

絵本の貸し出しあり

・　加賀書院（☎752-2114）

「わくわくキッズ（キッズ英語

＆エクササイズ）」

４日㈭・18日㈭午前10時45

分～11時45分

中央公民館

２回無料※３回目から200円

着替え、飲み物

丸山（☎090-2548-0507）

【おはなしの会「ふきのとう」】

20日㈯午前10時～11時

・　千手中央コミュニティセ

ンター（☎768-2308）

【おはなしひろば】

13日㈯午前10時～11時

ユーモール

中里公民館（☎763-2493）

【読み聞かせの会「どんぐり」】

20日㈯午後２時～３時

・　情報館（☎750-5100）

【すこやかランド】

※４月はお休みです

中央公民館（☎757-5011）

【なかよしランド】

９日㈫・16日㈫・23日㈫午

前10時～11時

市民体育館

中央公民館（☎757-5011）

【いっしょにあそぼ】

※４月はお休みです

水沢公民館（☎758-3101）

【すくすく教室】

10日㈬・17日㈬・24日㈬午

前９時30分～11時30分

千手中央コミュニティセンター

春日（☎090-4939-7967）

【橘にこにこルーム】

12日㈮・26日㈮午前９時30

分～11時30分

橘高齢者コミュニティセンター

子育て支援センターえくぼ

（☎768-2352）

【わらべっこ】

　パンとスープであったかおひ

るごはん。

19日㈮午前10時30分～午後

１時

中央公民館

問

会

問

問

日

問

会

日

問

会

日

会

日

問

日

日

問

対

日

日

問会

問会

問会

日

問

会

￥

日

会

日

他

￥

持

問会

日

問

日

会 問

問

日

日

会

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
を
拡
大
し
ま
す

区分 現　　在 ４月１日から

対象期間 出生の日 ～ 中学校卒業

出生の日 ～ 18歳に達する年度の３月末日

※高校生などの学生で保護者に養育され
ている人のほか、高校生相当年齢で在
宅の人、就労している人、婚姻してい
る人も広く対象となります。

助成後の
負担額

通院：１回につき530円
（同一の医療機関にひと月
４回まで負担、５回目以降
無料）
薬剤：医師の処方による薬
剤の費用は無料
入院：１日につき1,200円

左表と同じ

所得制限 な　し 左表と同じ

◎24年度の中学３年生には、３月末に４月１日から使用できる受給者証を郵送し
ます。

◎24年度高校１・２年生相当年齢の皆さんには、申請手続きの案内を送ります。
案内が届きましたら速やかに手続きをしてください。手続きに必要なものは、郵
送された申請書・対象者の健康保険証の写し・印鑑です。

◎対象年齢の人であっても、すでにひとり親家庭等医療費助成、重度心身障がい者
医療費助成を受けている人は、そちらが優先となります。

　
４
月
１
日
か
ら
通
院
・
入
院
と
も
対
象
期
間
を
「
18
歳
に
達
す
る

年
度
の
３
月
末
日
ま
で
」
に
拡
大
し
ま
す
。

　
・
　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

　
　
　
ま
た
は
支
所
市
民
課

問

申

問会

問

￥

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係

（
☎
７
５
７

｜

９
７
５
９
）

離
乳
食
教
室

【
離
乳
の
は
じ
め
て
コ
ー
ス
】

　
４
月
10
日
㈬

　
３
か
月
〜
５
か
月
児

【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
】

　
４
月
24
日
㈬

７
か
月
〜
９
か
月
児

●
受
付
＝
午
前
９
時
45
分
〜
10
時

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

日 対 日対会

　
来
年
度
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い
。
親
子

で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
４
月
９
日
〜
26
年
３
月
18
日
の

毎
週
㈫
午
前
10
時
〜
11
時

　
市
民
体
育
館
（
４
月
〜
11
月

中
旬
）、
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

（
11
月
下
旬
〜
26
年
３
月
）

　
１
歳
〜
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者

　
年
間
４
、
０
０
０
円
（
材
料
費

や
講
師
謝
礼
な
ど
）

※
行
事
な
ど
別
途
経
費
を
徴
収
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
年
間
を
通
し
て
参
加
で
き
な
い

人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
リ
ズ
ム
遊
び
・
手
遊
び
・
工
作
・

遠
足
・
運
動
会
な
ど

　

開
講
式
（
４
月
９
日
㈫
・
市
民

体
育
館
）
に
、
公
民
館
や
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
の
申

込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ

の
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７
―
５

０
１
１
）

日対￥内申 会
平
成
25
年
度
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

問

問

っ
て
き
た
人
の
体
験
談
で
す
。

４
月
２
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

１
、０
０
０
円
（
入
浴
料
含
む
）

堀
容
子
さ
ん
（
医
学
博
士
、
笑

み
筋
体
操
普
及
団
体
ハ
ッ
ピ
ー

ネ
ッ
ト
役
員
）

・
　
・
　
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５

２
―
０
１
１
７
）

　
笑
み
筋
体
操
の
効
果
と
お
い
し

い
食
事
療
法
で
病
気
と
向
か
い
合

日￥講会

申

問

キ
ナ
ー
レ
・
笑
み
筋
体
操
講
演
会

「
食
生
活
と
笑
い
〜
家
族
が

糖
尿
病
に
な
っ
た
〜
」

◎
眼
科
外
来

　
毎
週
月
・
火
曜
日
が
休
診
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
水
曜
日
に
予
約

外
で
来
院
し
た
人
は
、
診
察
時
刻

が
10
時
以
降
と
な
り
ま
す
。

◎
リ
ウ
マ
チ
外
来

　
医
師
の
派
遣
が
な
く
な
る
た

め
、
リ
ウ
マ
チ
外
来
は
廃
止
と
な

り
ま
す
。

◎
脳
神
経
外
科

　
常
勤
の
医
師
の
減
に
伴
い
、
毎

週
水
曜
日
が
休
診
と
な
り
ま
す
。

新
潟
県
立
十
日
町
病
院
（
☎
７

十
日
町
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
か
ら
の
診
療
体
制
を

変
更
し
ま
す

問

申 会￥
５
月
８
日
㈬
〜
12
月
４
日
㈬
の

毎
週
㈬
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

中
央
公
民
館

３
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

・
　
４
月
17
日
㈬
ま
で
に
十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
７

５
０

｜

５
０
１
０
）

日

持

問

※家庭相談員による相談のための身体計測は行いません

４月の乳幼児相談

期　日 会　　場

10日㈬

十日町保健センター（市役所隣）
受付時間：午前10時〜11時30分

千手中央コミュニティセンター
受付時間：午前９時15分〜11時30分

11日㈭

十日町 子育て支援センター「くるる」
受付時間：午前10時〜11時30分

松之山 子育て支援センター「にこにこ」
受付時間：午前９時〜11時

19日㈮
中里 子育て支援センター「きらりん」
受付時間：午前10時〜11時

22日㈪
松代 子育て支援センター「すくすく」
受付時間：午前９時〜11時30分

23日㈫
十日町 子育て支援センター「くるる」
午前10時〜正午・午後１時30分〜３時

子育て支援課保育園係　☎757-9169問

〔健康相談〕

〔育児相談〕

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

24日㈬
午後１時
　〜１時30分

24年12月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

25日㈭
午前９時
　〜９時30分

24年６月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

17日㈬
午後１時
　〜１時30分

23年10月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

18日㈭
午前９時
　〜９時30分

22年10月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

18日㈭
午後１時
　〜１時30分

21年10月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯面塗
布希望確認票（１歳６か月児）、視聴覚アンケー
ト（３歳６か月児）、着替え、おむつなど

◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
す。届かない人は母子保健係へ連絡してください

◎２歳６か月児の歯科健診は親子健診です。保護者
も歯みがきをしてきましょう

４月の乳幼児健診

健康支援課母子保健係　☎757-9759問

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課

程
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か

手
話
教
室

５
７
―
５
５
６
６
）



催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

市報とおかまち　平成25年3月25日号 22

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成25年3月25日号23

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

※
４
月
か
ら
予
約
制
に
な
り
ま
す

４
月
11
日
㈭
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時

ク
ロ
ス
テ
ン

・
　
日
本
年
金
機
構
六
日
町
年

金
事
務
所
（
☎
０
２
５

｜

７
１

６

｜

０
８
０
２
）
へ
予
約

【
多
重
債
務
相
談
】

　
解
決
策
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ま

ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
４
月
10
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
※
要
予
約

　
本
庁
相
談
室

　
借
金
ト
ラ
ブ
ル

　
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
☎
７

５
７

｜

３
７
４
０
）

【
消
費
生
活
相
談
】

　
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

４
時（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
買
い
物
や
契
約
で
困
っ
て
い
る
人

　
面
接
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

●
相
談
＝
☎
７
５
７

｜

３
７
４
０

【
教
育
相
談
（
青
少
年
）】

　
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）
※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
要
予
約

　
・
　
教
育
セ
ン
タ
ー
（
川
西
庁

舎
内
）
※
電
話
相
談
（
☎
７
５

６

｜

５
０
１
０
）
や
訪
問
も
行

っ
て
い
ま
す

【
女
性
相
談
専
用
電
話
】

　
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

●
相
談
＝
☎
７
５
７

｜

３
７
０
１

（
企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
内
）

【
心
配
ご
と
相
談
】 

◇
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
毎
週
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◇
社
会
福
祉
協
議
会
中
里
支
所

　
４
月
19
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

　
川
西
・
松
代
・
松
之
山
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
７
５
０

｜

５
０
１
０
） 

【
法
律
相
談
】

４
日
㈭
・
11
日
㈭
・
18
日
㈭
・

25
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

本
庁
相
談
室

市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
１
６
）
へ
予
約

【
行
政
相
談
】

【
４
月
12
日
㈮
】

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
本
庁
相
談
室

【
４
月
17
日
㈬
】

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
は
あ
と
ふ
る
川
西

【
４
月
25
日
㈭
】

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
中
里
庁
舎

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
１
６
）

【
人
権
相
談
】

　
４
月
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
１
６
）

【
定
例
年
金
相
談
】

各
種
相
談
の
お
知
ら
せ

問 日会問

問

申 会 日

問 会会会

日 日対他 会 日問 内

問 他

問

会

日日 日

（市民への警報の通知方法）

•・あんしんメールの配信

•・防災無線での伝達

•※報道機関、福祉施設、保育園・幼稚園、医

療機関、小・中学校、体育関連施設へは市

から直接連絡します

◆警報が発令されたときの対応

◎屋外での長時間の激しい運動や外出をできる

だけ減らしてください。また、屋内での換気

や窓の開閉を必要最小限にし、外気の屋内へ

の侵入をできるだけ少なくしてください。

◎呼吸器系や循環器系の疾患のある人、小児、

高齢者の人は、より影響を受けやすい可能性

があるので、普段から健康管理を心がけ、体

調の変化に注意してください。

環境衛生課環境企画係（☎752-3924）問

　西日本などで基準値を超える「PM2.5」が観測

されています。県内でも警報が発令される恐れが

ありますので、注意してください。

◆微小粒子状物質（PM2.5）とは

　　大気中に浮遊している2.5ミクロン（１ミク
ロンは１㎜の１千分の１）以下の小さな粒子の

ことです。PM2.5は非常に小さいため肺の奥深

くまで入りやすく、肺がんや呼吸系への影響に

加え、循環器系への影響が懸念されています。

◆警報発令の方法

　　県内の観測局で「PM2.5」の濃度が午前５時・

６時・７時の３時間平均値で、１局でも１立方

メートルあたり85マイクログラム（85㎍/㎥）

を超えた場合、その日の１日平均値が70㎍/㎥

を超えると判断し、午前８時に県が市町村に注

意喚起を実施します。市では次の方法で警報を

お知らせします。

微小粒子状物質（PM2.5）にご注意ください

　
キ
ャ
ン
プ
・
ス
キ
ー
・
奉
仕
活

動
な
ど
、
自
然
の
中
で
成
長
す
る

活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
小
学
１
〜
３
年
生

●
期
間
＝
随
時

・
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町

一
団
（
来
迎
寺
内
☎
７
５
２
―

２
１
３
８
）

むし歯のないよい歯の子

よい歯の子 住　所 保護者

松 村 美
み

依
い

那
な

（袋町西） 泰史

佐 野 茉
ま

莉
り

香
か

（高田町２） 博繁

栗 林 圭
けい

太
た

郎
ろう

（昭和町２） 勇士

佐 藤 　 暢
のん

（寿町４） 昇平

曽 我 涼
りょう

夏
か

（新座２） 秀一

江 川 優
ゆう

香
か

（四日町中原） 義彦

酒 井 愛
あ

姫
い

（上原新町） 優生

庭 野 琉
る

生
い

（川治下町１） 陽介

数 藤 愛
あ

依
い

（妻有町西１・２） 幸恵

小 林 莉
り

音
おん

（城之古１） 直人

小 林 愛
あい

梨
り

（城之古１） 大輝

金 﨑 あ さ ひ （高山２） 寛

澤 口 結
ゆう

斗
と

（寿町２・３） 晋

中 町 悠
ゆう

希
き

（蟹沢） 一久

金 澤 心
ここ

華
は

（太田島３） 守

上 村 美
み

日
はる

（新宮１） 宣人

太 島 心
ここ

菜
な

（朝日町） 𠮷秋

大 溪 晟
まさ

矢
や

（千手上町） 文祥

清 水 翔
しょう

生
き

（下平新田） 良一

高 橋 來
ら

夢
む

（中仙田） 渉

栁　穂
ほ

乃
の

佳
か

（本屋敷） 俊明

小 野 塚 実
み

椰
や

（上鰕池） 良康

２月の３歳児健診を受けた子32人

※保護者の承諾を得て掲載しています

問

申 対
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

児
童
扶
養
手
当
定
期
支
給
日

　
親
子
で
楽
し
め
る
歌
と
マ
ン
ド

リ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

４
月
14
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

無
料

●
出
演
＝
佐
々
木
美
緒
＆
佐
々
木

央
崇

・
　
た
か
き
医
院
（
☎
７
５
０

―
２
６
２
２
）

　
４
月
11
日
㈭
に
平
成
24
年
12
月

か
ら
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。
手
当
額
は
手
当
証
書
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

会

問

問日￥
第
６
回

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

市
民
体
育
館

市
内
小
学
生

４
、
５
０
０
円
（
保
険
料
、
施

設
使
用
料
な
ど
）
※
２
年
目
以

降
は
３
、
５
０
０
円

・
　
申
込
書
に
年
会
費
を
添
え

て
湯
沢
（
☎
７
５
７
―
９
１
６

６
）
※
随
時
受
付

申

問

　
仲
良
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。
４
月
６
日
㈯
か
ら
練
習
を
開

始
し
ま
す
。

原
則
第
２
を
除
く
毎
週
土
曜
日

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

十
日
町
市
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

日

￥ 会対　
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
、
仲

間
づ
く
り
に
気
軽
に
い
い
汗
を
流

し
ま
せ
ん
か
。
※
随
時
入
会
可

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

市
民
体
育
館

申

問

日会内
十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

川
西
中
学
校
体
育
館

小
・
中
学
生

月
２
、
５
０
０
円

マ
ッ
ト
運
動
・
と
び
箱
・
鉄
棒

な
ど

若
山
（
☎
０
９
０
―
５
５
５
６

―
０
６
９
８
）

問 日会対￥内
体
操
教
室
（
器
械
体
操
）

会
員
募
集

全国大会で
十日町市勢が大活躍

　全国スキー大会で、十日町市から出場し

た選手が大活躍しました。入賞者を紹介し

ます。（敬称略）

第25回 全国高等学校選抜スキー大会

２月22日㈮～ 24日㈰

岐阜県鈴蘭高原クロスカントリーコース

○男子クラシカル10㎞＝春日耀介：８位、

○男子フリー 10㎞＝春日耀介：５位（六

日町高・吉田中出身）、○女子クラシカル

５㎞＝酒井梨奈：２位、大平麻生：４位、

○女子フリー５㎞＝大平麻生：１位、酒井

梨奈：５位、児玉美希：８位、齋木愛里紗：

10位、（以上十日町高）

日

会

民
踊
・
レ
ク
ダ
ン
ス
・
卓
球
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ほ
か

・
　
田
口
（
☎
７
５
２
―
２
６

８
３
）

３
月
の
納
税
・
納
付

　
３
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
12

期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第

12
期
及
び
介
護
保
険
料
第
12
期
の

納
付
月
で
す
。
期
限（
４
月
１
日
）

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
税
務
課
・
市
民
生
活
課
・
福
祉

課
問

４
月
の
休
館
日

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
㈪

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
㈫

●
情
報
館
＝
22
日
㈪

●
博
物
館
＝
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・

15
日
㈪
・
22
日
㈪

●
松
之
山
郷
民
俗
資
料
館
＝
休
館

●
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
＝
毎
週
㈬

●
市
総
合
体
育
館
＝
16
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
10
日
㈬
・

24
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
㈫

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
㈫

①
し
尿
汲
取
り
の
申
込
み
方
法
が

変
わ
り
ま
す

　
汲
取
り
の
収
集
方
法
が
、
電
話

で
の
申
込
み
制
か
ら
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
に
よ
る
定
期
収
集
に
変
わ
り

ま
す
。
定
期
収
集
で
は
、
事
前
に

同
意
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
未
提
出
の
人
は
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
同
意
書
が
な
い
場
合
は
、
電
話

で
の
申
込
み
に
な
り
ま
す
が
、
定

期
収
集
が
優
先
に
な
り
ま
す
の

環
境
衛
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
１
日
か
ら
し
尿
汲
取
り

が
定
期
収
集
に
な
り
ま
す



催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

市報とおかまち　平成25年3月25日号 24

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成25年3月25日号25

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

農業施策のことならお任せください

支
所（
☎
７
５
０
―
５
０
１
０
） 

情報館　４月のテーマ図書
【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

「春うらら」

『花にもの思う春』『四季めぐりあい　春』

など、春の訪れを感じる本を紹介します。

「新書を読もう！」

『新しい国へ』『男の貌』な

ど、旬な新書を紹介します。

「行こう！がっこう！」

『ランドセルがやってきた』『いちねんせ

いのがっこうたんけん』など、楽しい新

学期本を紹介します。

「イロイロ、カラフルな本」

『メイシーちゃんとにじいろのゆめ』『い

ろのくに　かずのくに』など、カラフル

な色使いの本を紹介します。

※テーマは一部変更したり追加したりする場
合があります

　情報館　☎750-5100問

さ
い
。

●
閲
覧
場
所
＝
情
報
館

●
試
行
期
間
＝
３
月
28
日
㈭
〜
５

月
６
日
㈪

博
物
館
（
☎
７
５
７
―
５
５
３

１
）

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
雪
解
け

に
よ
り
清
津
川
の
水
量
が
増
え
て

大
変
危
険
で
す
。
危
険
な
場
所
に

は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

電
源
開
発
㈱
奥
清
津
発
電
所

（
☎
０
２
５
―
７
８
９
―
２
７

０
７
）

増
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

問

　
中
越
大
震
災
で
被
災
後
、
平
成

20
年
に
市
に
寄
託
さ
れ
た
「
山
内

写
真
館
」
の
約
４
万
点
の
写
真
資

料
の
う
ち
、
約
３
、
３
０
０
点
の

写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
完
成
し
、

パ
ソ
コ
ン
や
ア
ル
バ
ム
で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
事
前
に
試
験
的
に
公
開
し

ま
す
。
閲
覧
場
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
用
意
し
ま
す
の
で
、
写
真
に
関

す
る
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ

問

写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
十

日
町
を
試
験
公
開
し
ま
す
」

４月から農業振興事務支援センター開設

十日町市農業振興事務支援センターで取り扱う業務

①米の需給調整業務

②経営所得安定対策業務（旧称：農業者戸別所得補償業務）

③農業施策の企画立案、計画策定と実施業務（産地資金・市単事業）

○十日町地域は、申請書類の提出や相談などの窓口が、事務支援センターに変わります。

　直接、十日町市農業振興事務支援センターへおいでください。

○川西・中里・松代・松之山地域は、従来どおり市役所各支所（川西・中里・松之山地域は地

域振興課、松代地域は農林建設課）で書類を受け付けます。

　各支所は書類の受付や問合せ窓口となり、事務支援センターとの取り次ぎを行います。

○ＪＡ各営農センターも従来どおりの体制で対応します。

十日町市農業振興事務支援センターと市役所、JA営農センターの対応

　市では、農業振興と活力ある地域づくりを推進するため、農業施策

の企画立案から実施業務までを行う「十日町市農業振興事務支援セン

ター」を４月１日から開設します。当センターの運営は市とJA十日

町が連携して行うもので、農林課農業振興係が新たにJA十日町営農

生活センターに移動し、農家への丁寧で迅速な対応を目指します。

　〈十日町市農業振興事務支援センター所在地〉

　　〒948-0055　十日町市高山627番地１

　　十日町農業協同組合　営農生活センター２階　

　　☎761-7144　　761-7797Ｆ

問　農林課（☎757-3120）

※農林課とＪＡ十日町営農生活センターか
ら電話の転送はできません。直接事務支
援センターへ電話してください

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
、
平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
縦
覧
で
き
ま
す
。
借
地
人
・
借
家
人
の
皆
さ

ん
も
、
関
係
す
る
固
定
資
産
の
評
価
額
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
・
閲
覧
の
場
所
】

　
縦
覧
・
閲
覧
は
、
土
地
や
家

屋
の
所
在
地
に
関
係
な
く
、
税

務
課
土
地
資
産
税
係
・
家
屋
資

産
税
係
及
び
各
支
所
市
民
課
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
】

◎
縦
覧
期
間

４
月
１
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈮

の
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

◎
縦
覧
で
き
る
人

①
納
税
義
務
者
、
②
納
税
義

務
者
と
同
居
の
親
族
、
③
納

税
管
理
人
、
④
納
税
義
務
者

か
ら
の
委
任
状
を
持
参
し
た

人
（
法
人
は
代
表
者
印
が
必

要
）

◎
必
要
な
も
の

印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類
（
納
税
通
知
書
、
課
税

明
細
書
、運
転
免
許
証
な
ど
）

【
課
税
台
帳
の
閲
覧
】

◎
閲
覧
期
間

　
４
月
１
日
㈪
〜
通
年

◎
閲
覧
で
き
る
人

①
納
税
義
務
者
、
②
納
税
義

務
者
と
同
居
の
親
族
、
③
納

税
管
理
人
、
④
借
地
人
・
借

家
人
、
⑤
納
税
義
務
者
か
ら

の
委
任
状
を
持
参
し
た
人

（
法
人
は
代
表
者
印
が
必
要
）

◎
必
要
な
も
の

縦
覧
と
同
じ
（
借
地
人
・
借

家
人
は
契
約
書
な
ど
権
利
関

係
を
示
す
書
面
）

◆
手
数
料

縦
覧
期
間
中
の
縦
覧
及
び
閲

覧
は
無
料
で
す
が
、
課
税
台

帳
（
名
寄
帳
）
の
発
行
に
は

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

・
　
税
務
課
土
地
資
産
税

係
・
家
屋
資
産
税
係
（
☎
７

５
７

｜

３
７
２
８
）
ま
た
は

各
支
所
市
民
課

「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
と

「
課
税
台
帳
」
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

固　定
資産税

問

申

　学生納付特例は、在学中の保険料の納付を申

請により猶予することができる制度です。保険

料を未納のままにしておくと、病気やけがで障

がいが残ったときに障害基礎年金を受け取るこ

とができなくなる場合があります。保険料の納

付が困難なときは学生納付特例制度を利用して

ください。

○申請先＝市民生活課市民年金係または各支所

市民課

○申請に必要なもの＝認め印、学生証の写しま

たは在学証明書

○平成24年度分の申請＝４月30日㈫まで受付

○平成25年度分の申請＝４月１日㈪から受付

　25年度も引き続き在学予定の人には、日本

年金機構からハガキ形式の学生納付特例申請書

が３月末に送付されます。24年度と同じ学校

に在学する人は、このハガキに必要事項を記入

し、返送することによって25年度の学生納付

特例の申請ができます。この場合は、学生証の

写しなどの添付は不要です。

　また、25年度は学生納付特例を利用せず、

保険料の納付を希望される場合は納付書を送付

しますので、六日町年金事務所に連絡してくだ

さい。

国民年金の学生納付特例について 平成24年度に学生納付特例を利用していた人へ

問　市民生活課市民年金係（☎757-3748）、日本年金機構六日町年金事務所（☎025-716-0800）

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
市
し
尿
前
処
理
セ
ン
タ

ー
（
☎
７
５
７

｜

３
１
２
５
・

　
７
５
７

｜

３
１
２
６
）

②
工
事
現
場
な
ど
の
仮
設
ト
イ
レ

の
申
込
み
先
が
変
わ
り
ま
す

　
工
事
現
場
な
ど
、
事
業
者
か
ら

発
生
す
る
、し
尿
汲
取
り
業
務
は
、

市
か
ら
民
間
の
許
可
業
者
の
㈱
十

日
町
環
境
に
変
わ
り
ま
す
。
仮
設

ト
イ
レ
に
関
す
る
申
込
み
や
日
程

調
整
、
料
金
徴
収
な
ど
は
許
可
業

者
が
行
い
ま
す
の
で
、
直
接
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

㈱
十
日
町
環
境
（
☎
７
６
１

｜

７
９
３
５
・
　
７
６
１

｜

７
９

３
６
）

①
②
い
ず
れ
も
環
境
衛
生
課

（
☎
７
５
２

｜

３
９
２
４
）

Ｆ

問 申
Ｆ

申　
平
成
24
年
度
除
排
雪
援
助
事
業

の
対
象
者
か
ら
除
雪
を
依
頼
さ
れ

た
人
で
、
雪
処
理
券
の
請
求
書
を

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
期

限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
支
払
い
が
で

き
ま
せ
ん

●
提
出
先
・
　
４
月
５
日
㈮
ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
各

問

「
雪
処
理
券
」
の
期
限
内
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

農業施策のことならお任せください
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性
は
「
ね
じ
り
っ
き
」
の
一
つ
と
し
て
、

か
や
ぶ
き
屋
根
を
葺ふ

く
際
の
材
料
や
柴

木
を
束
ね
る
た
め
に
も
使
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
マ
ン
サ
ク
は
「
満
作
」
と

も
書
き
、
豊
作
を
願
う
心
も
感
じ
ら
れ

ま
す
。
雪
里
に
暮
ら
し
て
き
た
人
々
に

と
っ
て
、
マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク
は
生
活
の

中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
だ
い
じ
ん

が
�
」
な
樹
木
で
し
た
。

　「
だ
い
じ
ん
が
�
」
み
っ
け
！
は
今

回
が
最
終
回
で
す
。
人
と
自
然
が
共
存

す
る
雪
里
な
ら
で
は
の
「
だ
い
じ
ん

が
�
」
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
感

じ
、
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ

た
な
ら
ば
幸
い
で
す
。

　
活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

ひ
と
サ
ポ
☎
７
６
１

｜

７
４
４
４

⑫

No.30

■
問
合
せ

：

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

　
　
　
　
　
☎
５
９
５

｜

８
３
１
１

被
災
地
の
復
興
の
た
め
に

　
十
日
町
市
か
ら
愛
を
届
け
た
い

越
後
愛
届
け
隊

マルバマンサクの花

ま
ず
咲
く
、
マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク

　
　

　
－

花
が
先
か
、
葉
が
先
か

－

　
3
月
後
半
に
な
る
と
、
雪
が
ま
だ

た
っ
ぷ
り
と
残
る
雪
里
の
山
々
で
早
々

に
咲
き
始
め
る
花
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

名
は
マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク
。「
ま
ず
咲
く
」

が
な
ま
り
「
マ
ン
サ
ク
」
と
呼
ば
れ
、

十
日
町
市
で
は
「
シ
シ
ワ
ラ
イ
」
と
も

言
わ
れ
て
い
る
樹
木
で
す
。

　
マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク
を
代
表
に
、
早
春

に
咲
く
樹
木
は
意
外
に
多
く
、
ツ
ノ
ハ

シ
バ
ミ
、
ヒ
メ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
、
キ
ブ
シ

な
ど
複
数
の
樹
木
が
こ
れ
か
ら
の
時
期

に
葉
に
先
ん
じ
て
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

ま
だ
寒
い
こ
の
時
期
に
な
ぜ
急
い
で
花

を
咲
か
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
早
春
は
ま
だ
葉
が
生
い
茂
っ
て
い
な

い
た
め
、花
粉
は
風
で
飛
散
し
や
す
く
、

植
物
は
よ
り
遠
く
ま
で
花
粉
を
飛
ば
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
虫
に
よ
っ

て
受
粉
す
る
植
物
は
、
花
の
少
な
い
こ

の
時
期
に
活
動
を
開
始
し
た
虫
た
ち
を

一
手
に
花
に
引
き
寄
せ
、
受
粉
の
効
率

を
確
保
す
る
な
ど
、諸
説
が
あ
り
ま
す
。

　
マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク
の
よ
く
し
な
る
特

追悼セレモニー「忘れない」

　
越
後
愛
届
け
隊
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
復
興
支
援
を
行
っ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
�
ア
団
体
で
す
。

　
隊
長
の
倉
田
智
浩
さ
ん
（
40
歳
）
は
、

「
被
災
地
の
映
像
を
見
て
何
か
し
た
い

と
思
い
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
か
っ

た
。
自
分
と
同
じ
思
い
の
人
が
い
る
こ

と
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
何
と
か
形
に
し

た
か
っ
た
」
と
結
成
の
き
っ
か
け
を
語

り
ま
す
。
12
回
の
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
ツ
ア

ー
で
被
災
地
に
出
か
け
た
人
は
、
延
べ

３
７
１
人
。
市
外
の
人
や
大
学
生
も
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
活
動
の
輪
は
広

が
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
初
期
は
、
が

れ
き
の
撤
去
作
業
な
ど
が
中
心
で
し

た
。
最
近
は
、
津
波
で
何
も
無
く
な
っ

た
公
園
や
街
道
に
植
栽
を
す
る
「
桜
満

開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」
を
地
元
の
人
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
震
災
か
ら
２
年
目
と
な
っ
た
３
月
11

日
に
キ
ナ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
た
追
悼
セ

レ
モ
ニ
ー
な
ど
で
募
金
の
協
力
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
お
金
は
、

植
栽
活
動
で
使
う
花
や
木
の
苗
の
購
入

に
充
て
て
い
ま
す
。

　
今
後
は「
桜
満
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」

を
３
年
計
画
で
進
め
ま
す
。
倉
田
さ
ん

は
、「
３
年
後
の
満
開
の
桜
を
見
な
が

ら
、
被
災
地
の
皆
さ
ん
と
復
興
を
共
に

喜
び
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。
皆
さ

ん
も
越
後
愛
届
け
隊
の
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２　

や
さ
し
さ
な
ど
を
周
り
の
人
に
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
。
さ
さ
や
か
な
こ
と
で

も
、
大
き
な
理
解
に
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
際
交
流
員
と
し
て
の
2
年
間
は
、

忘
れ
難
い
も
の
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
お
隣
同
士
で
あ
る
本
当
の
日
本

社
会
を
体
験
で
き
て
、
母
国
も
日
本
も

客
観
視
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
は
、
平
成
25
年
度
以
降
も

中
国
と
の
交
流
関
係
を
継
続
す
る
予
定

で
す
。
こ
れ
か
ら
中
国
で
十
日
町
市
の

話
題
が
聞
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

し
、
今
後
も
十
日
町
市
に
注
目
し
て
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
際
交
流
員
と
し
て
の
２
年
間
の
生

活
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
日
本
で
は
学
校
の
卒
業

の
時
期
に
な
り
ま
す
が
、
中
国
で
卒
業

の
時
期
は
６
〜
７
月
に
な
り
ま
す
。
大

学
入
試
は
毎
年
６
月
に
行
わ
れ
ま
す

が
、
２
０
０
２
年
ま
で
は
７
月
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
受
験
シ
ー

ズ
ン
は
、
気
温
が
高
く
熱
中
症
な
ど
が

相
次
い
だ
こ
と
か
ら
「
黒
い
７
月
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
熱
中

症
な
ど
を
防
ぐ
理
由
な
ど
で
変
更
に
な

っ
た
の
で
す
。
別
れ
の
季
節
の
イ
メ
ー

ジ
は
中
国
人
に
と
っ
て
は
夏
な
の
で
す
。

　
市
内
の
小
学
生
に
中
国
の
文
化
を
教

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
中
国
と

い
え
ば
パ
ン
ダ
」
く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ

し
か
持
っ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、

い
ろ
い
ろ
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
、
い

っ
し
ょ
に
水
餃
子
な
ど
を
作
っ
て
食
べ

た
こ
と
を
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
交
流
が
双
方
の
国
で
も
っ

と
盛
ん
に
な
っ
た
ら
中
日
友
好
を
さ
ら

に
深
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

帰
っ
て
も
、
日
本
の
風
習
や
日
本
人
の

忘
れ
ら
れ
な
い
２
年
間

小学生たちといっしょに、
水餃子を作りました （最終回）

中条中学校バレーボール部

　全校生徒187人の中条中学校。２年生の部

員がいないため１年生９人がバレーボール部

を引っ張っています。スローガンは先輩から

引き継いだ「排球魂」と「燃えろ中条、今こ

の時に！」の２つ。先輩や保護者の皆さんの

期待を背に、休日は４時間、平日も朝練・放

課後と一生懸命練習をしています。昨年度か

らは小学校でもバレーボールが教科に採用さ

れました。身近に感じ、たくさんの部員が入っ

てくれることが期待されています。

髙
田
愛
部
長
・
中
林
美
那
副
部
長
―
―
目
標
は

６
月
に
行
わ
れ
る
郡
市
大
会
で
、
中
越
大
会
へ

の
出
場
権
を
得
ら
れ
る
４
位
以
内
に
入
る
こ
と

で
す
。
昨
年
先
輩
が
中
越
大
会
で
敗
退
し
た
の

で
、
そ
の
雪
辱
を
晴
ら
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
輩
が
い
な
い
た
め
、
怠
け
て
し
ま
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
が
、
気
兼
ね
な
く
意
見
を
言
い
合

え
る
関
係
を
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
に
し
な
が

ら
勝
利
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

野
村
淳
先
生
―
―
苦
し
い
練
習
メ
ニ
�
ー
も
楽

し
く
取
り
組
め
る
、
明
る
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま

す
。
来
年
は
バ
レ
ー
部
の
先
輩
と
し
て
、
持
ち

前
の
明
る
さ
と
素
直
さ
で
後
輩
を
指
導
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
部
活
動
で
養
っ

た
体
力
と
精
神
力
、
そ
し
て
仲
間
と
い
っ
し
ょ

に
培
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
、
今
後

の
人
生
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

〔最終回〕
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十日町の働く現場を紹介します
■問合せ：産業政策課　☎757-3139

市報とおかまち　平成25年3月25日号29

我が家のイクメン☆カジダン募集中！家事育児に取り組んでいる写真と紹介文をお寄せください。
申込み・問合せは企画政策課秘書広報係☎757-3112

わが
家の

わが
家の

▼
当
初
の
暖
冬
予
報
も
、
終
わ
っ
て
み
れ

ば
﹁
豪
雪
﹂
の
冬
で
し
た
ね
。
ま
だ
雪
崩

な
ど
、
気
の
抜
け
な
い
部
分
は
あ
り
ま
す

が
、
十
日
町
の
冬
も
よ
う
や
く
終
わ
り
を

迎
え
、
心
躍
る
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。

▼
春
と
言
え
ば
フ
�
�
シ
�
ン
。
市
内
で

も
春
ら
し
い
色
の
装
い
で
、
季
節
を
楽
し

む
人
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
私
も
今
年
は
明
る
い
色
の
ブ

ル
ゾ
ン
を
購
入
し
ま
し
た
。
コ
�
デ
�

ネ
�
ト
が
難
し
そ
う
で
す
が
、
い
つ
も
よ

り
若
作
り
︵
笑
︶
し

て
、
春
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

▼
卒
業
式
な
ど
お
別
れ
の
イ
ベ
ン
ト
が
終

わ
り
、
も
う
す
ぐ
始
ま
り
の
季
節
で
す
。

私
の
大
学
の
同
期
の
子
ど
も
た
ち
は
春
か

ら
２
人
そ
ろ
っ
て
幼
稚
園
に
入
園
す
る
そ

う
で
す
。
下
の
子
は
先
日
産
ま
れ
た
ば
か

り
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
子
ど
も
の
成

長
は
早
い
で
す
ね
。
同
じ
よ
う
に
自
分
も

年
を
取
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
春
か
ら
そ

こ
は
か
と
な
い
恐
怖

に
似
た
よ
う
な
も
の

を
感
じ
ま
す
。

～山内写真館の世界～
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　「イクメン」とは育児を楽しんでいるメ
ンズ（男性）、「カジダン」とは家事に積
極的な男性のことです。そんな我が家自
慢のイクメン・カジダンを紹介します。

⑫

(佐) (齋)

パ
パ

：

坂
口
鉄
也
さ
ん
（
43
歳
・
松
之
山
）

パ
パ

：

増
田
実
さ
ん
（
松
之
山
）　お父さんが作る麻婆豆腐が大好き。何

杯でもおかわりできちゃうよ！ぼくたち
どんどん大きくなるから、おいしいお米
いっぱい作ってね（ママ・ナル・コウより）

　ほとんどの育児に積極的に関わってく
れます。特に子どもとの遊びは“趣味”な
のでお任せ。絵本選びや連絡帳もこなし
ます。これからもよろしくね！（美花より）

十日町高校女子生徒のスキー授業

　● 撮影時期：昭和30年代前半

　● 撮影場所：吉田・権現山

　樽沢近くの権現山は、雪が積もると格

好のスキー場になりました。生徒たちは、

持参した弁当を広げて楽しく語らってい

ます。この頃のスキーの多くは木製単板

で、締具はスイレン（フィットフェルト

式）、ストックは竹製でした。

●問合せ：博物館　☎757-5531

　﹁
情
報
が
伝
わ
る
・
魅
力
を
伝
え
る
・

ま
ち
を
も
っ
と
好
き
に
な
る
﹂
と
題
し

て
、
10
日
号
を
特
集
を
軸
に
据
え
て
魅

力
を
お
伝
え
す
る
魅
力
発
信
版
、
25
日

号
を
行
政
情
報
を
中
心
に
お
知
ら
せ
す

る
生
活
情
報
版
と
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
市
報
と
お
か
ま
ち
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

市
報
が
４
月
号
か
ら

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

12･最終回

〜上を向いて行こう、プラスの発想がつながれば品質が変わる〜

代 表 者：代表取締役　高橋　勇二
所 在 地：下条３丁目109番地
連 絡 先：☎750－3716
従業員数：40人
事業内容：車のハーネスな
　　　　　どの加工及び組
　　　　　立、検査

有限会社　ケー・エヌ・ディ

　平成９年、旧川

西町の電気会社の

閉鎖を機に、従業

員一同で団結し、

新しい会社を設立

しました。

　主に、自動車部

品である、運転者

の操舵を補助する

パワーステアリングの信号ケーブルを加工してい

ます。運転者の安全を左右する部位ですが、品質

に自信を持って製造しています。ほかには、魚群

探知機やエレベーターの通信ケーブルなども手掛

けています。

　受けることのできる仕事はなんでもこなし、取

引先を納得させるような当社独自の提案をするこ

とにチャレンジしています。下を向かず、上を向

いて仕事に取り組む姿勢がやりがいとなり、仕事

の成果と高い品質につながります。

　大手企業の製造部門が海外へ移行していくため

仕事量に波がありますが、

海外の企業にはまねでき

ない技術と信頼で差別化

を図り、この地域の雇用の

場を守っていきます。

　地面を厚く覆った雪が解けて山肌がのぞくと、待ちに待った春です。そして山菜の季節の到来です。

柔らかくておいしい松代地域自慢の山菜を食べられるチャンスをお見逃しなく！

　山菜は、雪の下でじっと春を待ちます。この

地域の山菜は、雪解けと同時に暖かい日の光を

受けて急成長することで、柔らかくてあくが少

ないため、おいしいといわれています。　

　山菜は、土との相性などで種類によって採れ

る場所が異なります。また、生える時期にもば

らつきがあり、地元の山菜採りの達人たちでも、

食べ頃になるまで何度か足を運ぶことがありま

す。おいしいものは、簡単には手に入らないの

です。恒例の「山菜を楽しむ会」では、そんな

貴重な山菜を食べることができます。ぜひご参

加ください。

〈山菜を楽しむ会〉

●日時：５月11日㈯・12日㈰　正午開始

●会場：まつだい「農舞台」２階

　　　　越後まつだい里山食堂

●入場料：3,500円/人（食事・入館料込み）

●定員：先着50人（要予約）

●申込み・問合せ

　まつだい「農舞台」（代表）☎595-6180

自慢の山菜をご堪能あれ
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多聞天裸押し合い祭り　掛け声響き渡る

初めてのスキーに挑戦！

十
日
町

中　
里

３月３日㈰：川原町

３月９日㈯～ 10日㈰：なかさと清津スキー場

　夕方になると「サンヨ、サンヨ」の掛け声が響き渡り

ます。来迎寺境内では木札や福俵を奪い合う「押し合い」

で、会場は勇壮と熱気に包まれました。最後は、子供繁昌・

五穀成就などの願いが込められたササラすり歌で、祭り

が締められました。（　 金子又市さん）

　昭和61年から続く埼玉県新座市との交流。新座市

スポーツ少年団に所属している小学５・６年生42人

が訪れ、白銀の雪景色に大喜び。地元小学生やボラン

ティアと触れ合いながら、スキーや雪遊びを堪能しま

した。

　
イ
タ
チ
と
蛇
の
決
闘
！

　
平
成
23
年
６
月
９
日
、
松
代
郵

便
局
近
く
の
若
井
測
量
事
務
所
の

ご
隠
居
・
若
井
鷹
之
丞
さ
ん
か
ら

ハ
ガ
キ
に
よ
る
書
簡
が
舞
い
込
み

ま
し
た
。
若
井
さ
ん
は
書
画
が
得

意
の
芸
術
家
で
、
子
ど
も
の
玩
具

も
手
作
り
す
る
器
用
な
人
。

　
ハ
ガ
キ
に
描
か
れ
た
の
は
、
若

い
こ
ろ
に
山
で
現
実
に
見
た
蛇
と

イ
タ
チ
の
決
闘
場
面
で
、
数
十
年

も
昔
の
記
憶
を
見
事
に
滑
稽
に
再

現
し
た
様
子
で
し
た
。

　
今
年
は
﹃
巳
﹄
年
に
当
た
り
、

こ
こ
に
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
蛇
は
昔
よ
り
減
っ
た
と
は
い

え
数
種
類
の
も
の
が
見

ら
れ
、
危
険
な
の
は
マ

ム
シ
の
み
。
後
は
平
和

な
も
の
で
イ
タ
チ
に
勇

敢
に
逆
ら
っ
て
い
る
の

は
気
の
強
い
し
ま
蛇
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
イ
タ

チ
も
数
が
激
減
し
た
と

は
い
え
、
ネ
ズ
ミ
の
天

敵
と
し
て
家
の
中
に
ま

で
侵
入
し
、
時
折
素
早

い
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
勝
負
の
結
末
を
若
井
さ
ん
に
お

聞
き
し
て
み
た
い
な
と
思
い
な
が

ら
、
そ
の
機
会
を
逃
し
た
ま
ま
あ

の
世
に
旅
立
た
れ
て
し
ま
い
、
決

着
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
多
分
、
敏

捷し
ょ
う

で
数
倍
大
き
な
山
う
さ
ぎ
を
仕

留
め
た
り
、
い
け
す
の
鯉
を
狙
っ

て
食
っ
た
り
す
る
ど
う
猛
な
イ

タ
チ
の
方
が
勝
利
を
収
め
た
と

思
い
ま
す
。

　
若
井
さ
ん
の
よ
う
な
多
才
な
ご

老
人
の
存
在
は
楽
し
か
っ
た
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
合
掌

　
　
　
　
文
　
高
橋
八
十
八

　
　
　
　
画
　
故
若
井
鷹
之
丞
氏

十
日
町
市
の 
自
然 ̃

 

春 ̃

　
け
ん
こ
つ
体
操
講
演
会

が
開
催
さ
れ
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
を
中
心
に
１
６

０
人
余
り
が
参
加
。
講
師

の
、
笑
い
が
絶
え
な
い
な

が
ら
も
参
考
に
な
る
講
話

と
と
も
に
、
簡
単
な
運
動

や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
、

楽
し
く
身
体
を
動
か
し
て

い
ま
し
た
。

伸
ば
そ
う
！
健
康
寿
命

川　西

3
月
４
日
㈪
：
千
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会場をわかせた歌舞伎もの

和光市「白子宿きもの散歩」で十日町着物をPR

カサを差して交通事故防止

松　
代

市　
外

中　
里

3月10日㈰：松代総合体育館

3月2日㈯：埼玉県和光市

３月13日㈬：中里地域内小学校

　越後まつだい冬の陣「のっとれ！松代城」

は悪天候で中止になりましたが、大歌舞伎者

（仮装パフォーマンス最優秀賞）の座は争わ

れました。４組の歌舞伎役者は観客を巻き込

んだパフォーマンスや踊りなどで会場を大い

に沸かせていました。そして見事にその座を

射止めたのは「四次元殺法コンビ」でした。

　和光市の白子宿で行われた着物のイベントで、十日

町きもの女王３人と「繭の会」による着物ショー、そ

して着物展示や和の小物販売などが行われました。会

場では、和光市民も加わり「十日町小唄」を参加者全

員で踊るなど「着物」で交流を深めました。

　㈶十日町地区交通安全

協会中里支部が新１年生

に黄色いカサをプレゼン

ト。鈴木支部長（芋川・

64歳、写真右）は、「子

どもたちは地域の宝。悲

惨な事故を起こさないよ

うに気を付けてほしい。」

と交通安全を呼びかけま

した。
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楽
し
み
な
が
ら
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

　「
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
仲
間
同
士
で
助

け
合
い
な
が
ら
学
ぶ
雰
囲
気
が
あ
り
、
居

心
地
の
よ
い
場
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
の
は
、会
長
の
樋
口
清
さ
ん
（
新
宮
２
・

77
歳
）。
明
石
学
級
か
ら
自
立
し
て
７
年

が
経
ち
、
現
在
12
人
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
を

学
ん
で
い
ま
す
。

　
学
習
の
内
容
は
、
ワ
ー
ド
で
の
書
類
作

成
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
演
習
課
題

を
、
簡
単
な
方
法
に
頼
ら
ず
に
、
書
式
の

設
定
を
細
か
く
変
え
な
が
ら
作
成
し
ま

す
。
表
や
図
形
、
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
な
ど
を

駆
使
し
な
が
ら
、
グ
ラ
フ
や
イ
ラ
ス
ト
を

作
成
す
る
な
ど
し
て
、
見
栄
え
良
く
仕
上

げ
ま
す
。「
先
生
が
程
よ
い
難
題
を
与
え

て
く
れ
る
の
で
、頭
の
体
操
に
な
り
ま
す
。

出
来
上
が
り
に
も
達
成
感
を
感
じ
ま
す
」

と
樋
口
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
煌
会
は
新
し
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦

す
る
雰
囲
気
が
あ
り
、今
回
作
成
し
た「
十

日
町
か
る
た
」
も
「
や
っ
て
み
よ
う
じ
�

な
い
か
」
と
前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組

み
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
、
多
く
の
人
に
か

る
た
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　「
仲
間
と
楽
し
み
な
が
ら
自
分
の
興
味

を
学
ぶ
、
ま
さ
に
生
涯
学
習
だ
と
思
い
ま

す
。い
つ
で
も
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
」

と
樋
口
さ
ん
。
興
味
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
合
せ
　
樋
口
　
清
さ
ん

　
　
　
　
　
☎
７
５
８

｜

２
２
３
６

パ
ソ
コ
ン
煌

き
ら
め
き

会

　
中
央
公
民
館
の
高
齢
者
対
象
の
生
涯
学
習
事
業
「
明
石
学
級
」
か
ら
自
立
し
た
「
パ
ソ

コ
ン
煌
会
」。
楽
し
み
な
が
ら
も
、
新
し
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
自
主
サ
ー
ク
ル

で
す
。
昨
年
の
中
央
公
民
館
ま
つ
り
で
は
、
市
内
の
名
物
・
名
称
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
十

日
町
か
る
た
」
を
制
作
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
仲
間
と
共
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　力作のかるたを手にした笑顔のメンバー。読み札の言葉を悩みながら考え
たり、写真撮影に手間をかけたりして愛着のある作品に仕上げました。

　作成したかるたを、広く見ても
らうため、市役所の１階壁に展示
しています。かるたは７月下旬ま
で展示される予定です。

　お互い教え合いな
がら、楽しく学習を
進めます。サークル
は、毎月第１・３火
曜日午後１時30分
から、中央公民館で
開催しています。
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